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Ⅰ 調査の概要 

Ⅰ-１．調査の目的と実施概要 

１．調査の概要 

○ 調査対象：市内在住の 20歳以上の方 1,500人 

○ 調査期間：平成 29年 6月 28日 ～ 平成 29年 7月 12日 

○ 調査方法：郵送配付・回収 

○ 配布・回収： 

配付数 

  

回収率 有効回答者数 無効回答者数 回収数 

1,500票 423 3 426 票 28.4％ 

※無効回答者数はすべての設問において無回答だった票 

 

２．報告書のみかた 

この調査の分析結果を読む際の留意点は以下のとおりです。 

○ 「調査結果」の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。 

○ 「n」は、「Number of case」の略で、構成比算出の母数を示しています。 

○ 百分比による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を 100％として算出

し、本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第 2位以下を四捨五入し、小数点

第 1位までを表記します。また、複数回答の設問では、すべての比率の合計が 100％を

超えることがあります。 

○ 設問のなかには前問に答えた人のみが答える「限定設問」があり、表中の「回答者数」

が全体より少なくなる場合があります。 

○ 図表中の「0.0」は四捨五入の結果または回答者が皆無であることをあらわします。 

○ 選択肢の語句が長い場合、本文中及び図表中では省略した表現を用いる場合があります。 
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Ⅱ 調査結果  

Ⅱ-１．本人（回答者）とご家族の状況について 

問1 あなたの性別を教えてください。（○を１つ付けてください。） 

○ 回答者の性別は、「女性」が 62.9％、「男性」が 36.6％となっています。 

○ 年齢別にみると、20 歳代、30歳代では、「女性」の割合が 7割以上と高く、60歳代

以上では、男性の割合が 5割前後となっています。 

○ 地区別にみると、金沢地区、中大塩地区では「男性」の割合が高くなっています。 

 

36.6 62.9 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

問1 性別

ｎｎ=423

 

回答者数 男性 女性 無回答

全体 423 36.6 62.9 0.5

20歳代 62 25.8 74.2 0.0

30歳代 95 26.3 73.7 0.0

40歳代 78 37.2 61.5 1.3

50歳代 62 37.1 62.9 0.0

60歳代 56 51.8 48.2 0.0

70歳以上 68 48.5 51.5 0.0

無回答 2 0.0 50.0 50.0

ちの地区 71 45.1 54.9 0.0

宮川地区 100 29.0 71.0 0.0

米沢地区 20 30.0 70.0 0.0

豊平地区 41 34.1 65.9 0.0

玉川地区 86 33.7 66.3 0.0

泉野地区 13 15.4 84.6 0.0

金沢地区 20 55.0 45.0 0.0

湖東地区 19 47.4 52.6 0.0

北山地区 26 42.3 57.7 0.0

中大塩地区 23 52.2 43.5 4.3

無回答 4 0.0 75.0 25.0

年
齢
別

居
住
地
区
別

 

単位：％ 

（人） 
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問2 あなたの年齢を教えてください。（○を１つ付けてください。） 

○ 回答者の年齢は、「30歳代」が 22.5％で最も高く、次いで「40歳代」（18.4％）、

「70歳以上」（16.1％）と続いています。 

○ 性別にみると、男性では「70歳以上」が最も高くなっています。 

○ 地区別にみると、玉川地区、湖東地区では「40歳代」が、泉野地区、北山地区では「60

歳代」が、豊平地区、金沢地区、中大塩地区では「70歳以上」が、それぞれ最も高くな

っています。 

14.7 

22.5 

18.4 

14.7 

13.2 

16.1 

0.5 

0% 10% 20% 30%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

ｎ=423

問2 年齢

 

回答者数 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

全体 423 14.7 22.5 18.4 14.7 13.2 16.1 0.5

男性 155 10.3 16.1 18.7 14.8 18.7 21.3 0.0

女性 266 17.3 26.3 18.0 14.7 10.2 13.2 0.4

無回答 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

ちの地区 71 15.5 29.6 19.7 12.7 9.9 11.3 1.4

宮川地区 100 17.0 25.0 21.0 17.0 5.0 15.0 0.0

米沢地区 20 10.0 35.0 15.0 10.0 25.0 5.0 0.0

豊平地区 41 14.6 9.8 14.6 12.2 22.0 26.8 0.0

玉川地区 86 14.0 22.1 23.3 19.8 5.8 15.1 0.0

泉野地区 13 23.1 15.4 0.0 15.4 46.2 0.0 0.0

金沢地区 20 20.0 10.0 15.0 10.0 15.0 30.0 0.0

湖東地区 19 5.3 21.1 26.3 10.5 21.1 15.8 0.0

北山地区 26 15.4 19.2 7.7 11.5 30.8 15.4 0.0

中大塩地区 23 8.7 21.7 17.4 8.7 17.4 26.1 0.0

無回答 4 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 25.0 25.0

性
別

居
住
地
区
別

 

単位：％ 

（人） 
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問3 あなたの職業を教えてください。（○を１つ付けてください。） 

○ 回答者の職業について、「会社員・公務員・団体職員」が 38.5％で最も高く、次いで「ア

ルバイト・パートタイム」（17.3％）、「家事専業」「無職」（ともに 13.0％）と続

いています。 

○ 性別にみると、男性では約 5割が「会社員・公務員・団体職員」、女性では「アルバイ

ト・パートタイム」、「家事専業」がそれぞれ約 2割となっています。 

○ 年齢別にみると、50 歳代までは「会社員・公務員・団体職員」が 5割以上と高く、60

歳代では「自営業・自由業」、70歳以上では「無職」が最も高くなっています。 

 

38.5 

9.2 

2.4 

13.0 

17.3 

1.9 

3.1 

13.0 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40%

会社員・公務員・団体職員

自営業・自由業

会社等経営者

家事専業

アルバイト・パートタイム

学生(予備校含む)

その他

無職

無回答

ｎ=423

問3 職業

 

合計 会
社
員
・
公
務

員
・
団
体
職
員

自
営
業
・
自
由
業

会
社
等
経
営
者

家
事
専
業

ア
ル
バ
イ
ト
・

パ
ー

ト
タ
イ
ム

学
生

(

予
備
校
含
む

)

そ
の
他

無
職

無
回
答

全体 423 38.5 9.2 2.4 13.0 17.3 1.9 3.1 13.0 1.7

男性 155 48.4 13.5 5.2 0.0 7.1 2.6 2.6 20.6 0.0

女性 266 33.1 6.4 0.8 20.7 23.3 1.5 3.4 8.6 2.3

無回答 2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

20歳代 62 50.0 1.6 0.0 11.3 14.5 12.9 3.2 4.8 1.6

30歳代 95 54.7 3.2 0.0 8.4 29.5 0.0 1.1 2.1 1.1

40歳代 78 53.8 7.7 2.6 16.7 14.1 0.0 0.0 5.1 0.0

50歳代 62 53.2 6.5 6.5 9.7 19.4 0.0 1.6 1.6 1.6

60歳代 56 8.9 26.8 1.8 14.3 16.1 0.0 7.1 23.2 1.8

70歳以上 68 0.0 13.2 4.4 19.1 5.9 0.0 7.4 47.1 2.9

無回答 2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

性
別

年
齢
別

 

単位：％ 

（人） 
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問4 お住まいの地区を教えてください。（○を１つ付けてください。） 

○ 居住地区について、「宮川地区」が 23.6％で最も高く、次いで「玉川地区」（20.3％）、

「ちの地区」（16.8％）と続いています。 

○ 性別にみると、男性では「ちの地区」が最も高くなっています。 

○ 年齢別にみると、60 歳代では「豊平地区」が最も高く、「北山地区」も比較的高い割合

となっています。 

16.8 

23.6 

4.7 

9.7 

20.3 

3.1 

4.7 

4.5 

6.1 

5.4 

0.9 

0% 10% 20% 30%

ちの地区

宮川地区

米沢地区

豊平地区

玉川地区

泉野地区

金沢地区

湖東地区

北山地区

中大塩地区

無回答

ｎ=423

問4 居住地区

 

 

合計 ち
の
地
区

宮
川
地
区

米
沢
地
区

豊
平
地
区

玉
川
地
区

泉
野
地
区

金
沢
地
区

湖
東
地
区

北
山
地
区

中
大
塩
地
区

無
回
答

全体 423 16.8 23.6 4.7 9.7 20.3 3.1 4.7 4.5 6.1 5.4 0.9

男性 155 20.6 18.7 3.9 9.0 18.7 1.3 7.1 5.8 7.1 7.7 0.0

女性 266 14.7 26.7 5.3 10.2 21.4 4.1 3.4 3.8 5.6 3.8 1.1

無回答 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

20歳代 62 17.7 27.4 3.2 9.7 19.4 4.8 6.5 1.6 6.5 3.2 0.0

30歳代 95 22.1 26.3 7.4 4.2 20.0 2.1 2.1 4.2 5.3 5.3 1.1

40歳代 78 17.9 26.9 3.8 7.7 25.6 0.0 3.8 6.4 2.6 5.1 0.0

50歳代 62 14.5 27.4 3.2 8.1 27.4 3.2 3.2 3.2 4.8 3.2 1.6

60歳代 56 12.5 8.9 8.9 16.1 8.9 10.7 5.4 7.1 14.3 7.1 0.0

70歳以上 68 11.8 22.1 1.5 16.2 19.1 0.0 8.8 4.4 5.9 8.8 1.5

無回答 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

性
別

年
齢
別

 

単位：％ 

（人） 
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問5 世帯構成を教えてください（○を１つ付けてください。） 

○ 世帯構成について、「二世帯同居（子どもと同居）」が 32.2％で最も高く、次いで「夫

婦のみ」（24.8％）、「二世帯同居（親と同居）」（17.7％）と続いています。 

○ 年齢別にみると、20 歳代では「二世帯同居（親と同居）」、30～50歳代では「二世

帯同居（子どもと同居）」、60歳代以上では「夫婦のみ」の割合が最も高くなっていま

す。 

 

13.2 

24.8 

32.2 

17.7 

8.3 

2.4 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40%

単身世帯

夫婦のみ

二世帯同居(子どもと同居)

二世帯同居(親と同居)

三世代同居

その他

無回答

ｎ=423

問5 世帯構成

 

 

合計 単身世帯 夫婦のみ 二世帯同
居(子ども
と同居)

二世帯同
居(親と同
居)

三世代同
居

その他 無回答

全体 423 13.2 24.8 32.2 17.7 8.3 2.4 1.4

20歳代 62 19.4 17.7 14.5 30.6 12.9 3.2 1.6

30歳代 95 13.7 8.4 49.5 17.9 8.4 1.1 1.1

40歳代 78 16.7 10.3 42.3 21.8 9.0 0.0 0.0

50歳代 62 9.7 19.4 30.6 25.8 12.9 0.0 1.6

60歳代 56 10.7 41.1 25.0 10.7 5.4 3.6 3.6

70歳以上 68 8.8 63.2 20.6 0.0 1.5 5.9 0.0

無回答 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

ちの地区 71 18.3 22.5 33.8 16.9 4.2 4.2 0.0

宮川地区 100 9.0 19.0 42.0 15.0 10.0 2.0 3.0

米沢地区 20 10.0 20.0 15.0 25.0 25.0 0.0 5.0

豊平地区 41 9.8 36.6 22.0 19.5 9.8 2.4 0.0

玉川地区 86 14.0 26.7 34.9 16.3 7.0 1.2 0.0

泉野地区 13 0.0 23.1 30.8 23.1 23.1 0.0 0.0

金沢地区 20 20.0 20.0 25.0 30.0 0.0 5.0 0.0

湖東地区 19 26.3 21.1 26.3 15.8 5.3 5.3 0.0

北山地区 26 15.4 34.6 15.4 23.1 7.7 3.8 0.0

中大塩地区 23 13.0 34.8 34.8 13.0 4.3 0.0 0.0

無回答 4 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

年
齢
別

居
住
地
区
別

 

単位：％ 

（人） 
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問6 婚姻状況を教えてください（○を１つ付けてください。） 

○ 婚姻状況について、「結婚している」が 73.0％、「未婚」が 18.7％、「結婚したが離

婚・死別した」が 8.0％となっています。 

○ 年齢別にみると、20 歳代では 6割以上が「未婚」となっています。 

 

73.0 8.0 18.7 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚している 結婚したが離婚・死別した 未婚 無回答

問6 婚姻状況

ｎｎ=423

 

 

合計 結婚している 結婚したが離
婚・死別した

未婚 無回答

全体 423 73.0 8.0 18.7 0.2

男性 155 73.5 6.5 20.0 0.0

女性 266 72.9 9.0 18.0 0.0

無回答 2 50.0 0.0 0.0 50.0

20歳代 62 35.5 1.6 62.9 0.0

30歳代 95 75.8 1.1 23.2 0.0

40歳代 78 74.4 14.1 11.5 0.0

50歳代 62 82.3 11.3 6.5 0.0

60歳代 56 80.4 12.5 7.1 0.0

70歳以上 68 88.2 10.3 1.5 0.0

無回答 2 50.0 0.0 0.0 50.0

性
別

年
齢
別

 

単位：％ 

（人） 
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問7 子育ての状況について教えてください。（○を１つ付けてください。） 

○ 子育ての状況について、「子育て中である」が 35.2％で最も高く、次いで「子育ては終

了している」（32.4％）、「将来、子育てを経験すると思う」（12.1％）と続いてい

ます。 

○ 年齢別にみると、20 歳代では「子育て中である」が約 2割で、約 6割が「将来、子育

てを経験すると思う」と回答しています。50 歳代以上では 6～7割が「子育ては終了し

ている」とし、50歳代では約 2割が「子育て中」、60歳代では約 2割が「孫の面倒

を見ている」と回答しています。 

○ 婚姻状況別にみると、結婚している方では、「子育て中」もしくは「子育ては終了」が

合わせて約 8割となっています。未婚の方では、「将来、経験すると思う」と「子育て

の予定はない」がそれぞれ約 4割となっています。 

35.2 

32.4 

5.2 

12.1 

10.2 

2.8 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40%

子育て中である

子育ては終了している

自分の子どもは終わったが、孫の面倒を見ている

将来、子育てを経験すると思う

子育ての予定はない

その他

無回答

ｎ=423

問7 子育て状況

 

合計 子育て中
である

子育ては
終了して
いる

自分の子
どもは終
わった
が、孫の
面倒を見
ている

将来、子
育てを経
験すると
思う

子育ての
予定はな
い

その他 無回答

全体 423 35.2 32.4 5.2 12.1 10.2 2.8 2.1

男性 155 25.2 38.7 6.5 9.7 12.9 5.2 1.9

女性 266 41.0 28.9 4.5 13.5 8.6 1.5 1.9

無回答 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

20歳代 62 21.0 0.0 0.0 58.1 16.1 3.2 1.6

30歳代 95 71.6 0.0 0.0 12.6 11.6 2.1 2.1

40歳代 78 70.5 5.1 0.0 2.6 19.2 2.6 0.0

50歳代 62 19.4 64.5 6.5 1.6 4.8 0.0 3.2

60歳代 56 1.8 69.6 17.9 0.0 7.1 1.8 1.8

70歳以上 68 0.0 77.9 11.8 0.0 0.0 7.4 2.9

無回答 2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

結婚している 309 44.3 38.8 6.8 6.1 2.3 1.0 0.6

結婚したが離婚・死別 34 29.4 47.1 2.9 2.9 5.9 8.8 2.9

未婚 79 2.5 1.3 0.0 39.2 43.0 7.6 6.3

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

性
別

年
齢
別

婚
姻
状
況

 

単位：％ 

（人） 
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※問８～問１０は、問７で１を選択した方におうかがいします。 

問8 平成２９年７月１日現在の子どもの年齢について教えてください。 

（あてはまるものすべてに○を付け、それぞれの人数をご記入ください。） 

○ 子育て中の方に、子どもの年齢を伺ったところ、「7～12歳（小学生）」が 42.3％で

最も高く、次いで「0～3歳」（35.6％）、「4～6歳（未就学）」（26.2％）と続い

ています。 

○ 回答者の年齢別にみると、20歳代では 8割以上が「0～3歳」、30～40 歳代では約 5

割が「7～12歳（小学生）」となっています。 

42.3 

35.6 

26.2 

21.5 

16.8 

10.7 

0.0 

0% 20% 40% 60%

7～12歳(小学生)

0～3歳

4～6歳(未就学)

13～15歳(中学生)

16～18歳(高校生)

18歳以上

無回答

ｎ=149

問8 子どもの年齢

 

合計 0～3歳 4～6歳(未
就学)

7～12歳
(小学生)

13～15歳
(中学生)

16～18歳
(高校生)

18歳以上 無回答

全体 149 35.6 26.2 42.3 21.5 16.8 10.7 0.0

20歳代 13 84.6 15.4 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0

30歳代 68 54.4 33.8 48.5 14.7 0.0 0.0 0.0

40歳代 55 9.1 25.5 47.3 30.9 40.0 18.2 0.0

50歳代 12 0.0 0.0 25.0 41.7 25.0 41.7 0.0

60歳代 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

70歳以上 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

年
齢
別

 

 

○ なお、各部会に対応した区分では、「0123歳部会（0～3歳）」が 35.6％、「幼児・

学童期部会（4～12 歳）」が 55.0％、「思春期・青年期部会（13～18 歳）」が 30.9％

となっています。 

55.0 

35.6 

30.9 

10.7 

0.0 

0% 20% 40% 60%

幼児・学童期部会の年代（4～12歳）

0123歳部会の年代（0～3歳）

思春期・青年期部会の年代（13～18歳）

18歳以上

無回答

ｎ=149問8 子

どもの

年齢

 

単位：％ 

（人） 



10 

問9 子育てが楽しいと感じますか。（○を１つ付けてください。） 

○ 子育てが楽しいかどうかについて、「とても楽しい」が 18.8％、「つらいこともあるが、

楽しいことが多い」が 71.8％、「楽しいこともあるが、つらいことが多い」が 8.7％、

「とてもつらい」が 0.7％となっています。 

○ 年齢別にみると、20 歳代では「とても楽しい」が約 4割と高い一方、「つらいことが

多い」、「とてもつらい」も合わせて 2割以上となっています。 

○ 子どもの年齢別では、年齢があがるにつれ「楽しいこともあるが、つらいことが多い」

の割合が高くなっています。 

18.8 

71.8 

8.7 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

とても楽しい

つらいこともあるが、楽しいことが多い

楽しいこともあるが、つらいことが多い

とてもつらい

無回答

ｎ=149

問9 子育てが

楽しいと感じ

るか

 

 

合計 とても楽し
い

つらいこと
もあるが、
楽しいこと
が多い

楽しいこと
もあるが、
つらいこと
が多い

とてもつら
い

無回答

全体 149 18.8 71.8 8.7 0.7 0.0

男性 39 15.4 66.7 17.9 0.0 0.0

女性 109 20.2 73.4 5.5 0.9 0.0

無回答 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

20歳代 13 38.5 38.5 15.4 7.7 0.0

30歳代 68 17.6 76.5 5.9 0.0 0.0

40歳代 55 14.5 74.5 10.9 0.0 0.0

50歳代 12 25.0 75.0 0.0 0.0 0.0

60歳代 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

70歳以上 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0～3歳 53 22.6 69.8 5.7 1.9 0.0

4～12歳 82 15.9 75.6 8.5 0.0 0.0

13～18歳 46 10.9 78.3 10.9 0.0 0.0

18歳以上 16 18.8 62.5 18.8 0.0 0.0

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

性
別

年
齢
別

子
ど
も
年
齢
別  

単位：％ 

（人） 
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問10 子育てについて、悩みや不安、負担に感じることは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○を付けてください。） 

○ 子育ての悩みや不安、負担に感じることについて、「子どもの病気や発育のこと」が

36.9％で最も高く、次いで「経済的負担が重い」（32.9％）、「自分の自由な時間が

持てない」（29.5％）と続いています。 

○ 子どもの年齢別にみると、0～3歳と 4～12歳では同じ傾向がみられますが、13～18

歳では「経済的負担が重い」が最も高く、「子どもの病気や発育のこと」、「自分の自

由な時間が持てない」が比較的低くなっているほか、「特にない」が上位に来ています。 

 

36.9 

32.9 

29.5 

18.8 

16.1 

12.8 

8.7 

8.7 

7.4 

7.4 

7.4 

4.0 

3.4 

8.1 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40%

子どもの病気や発育のこと

経済的負担が重い

自分の自由な時間が持てない

子どもと過ごす時間や会話が少ない

特にない

思わず手をあげてしまうことがある

子どもとどう接したらいいのかわからない

手伝ってくれる人がいない

育児の方法がわからない

配偶者が協力的でない

職場の理解が得られない

地域や社会の理解・協力が得られない

相談相手がいない

その他

無回答

ｎ=149

問10 子育てについて、悩みや不安、負担に感じること
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■子どもの年齢別（上位５項目） 

【0～3歳】 

回答者数 子どもの病気
や発育のこと

自分の自由な
時間が持てな
い

経済的負担が
重い

子どもと過ご
す時間や会話
が少ない

思わず手をあ
げてしまうこ
とがある

53 41.5 35.8 34.0 18.9 17.0  

【4～12歳】 

回答者数 子どもの病気
や発育のこと

経済的負担が
重い

自分の自由な
時間が持てな
い

子どもと過ご
す時間や会話
が少ない

思わず手をあ
げてしまうこ
とがある

82 37.8 34.1 32.9 19.5 14.6  

【13～18歳】 

回答者数 経済的負担が
重い

子どもの病気
や発育のこと

特にない 子どもと過ご
す時間や会話
が少ない

自分の自由な
時間が持てな
い

46 39.1 28.3 26.1 21.7 17.4  

 

■世帯構成別（上位５項目） 

【単身世帯】 

合計 子どもの病
気や発育の
こと

経済的負担
が重い

自分の自由
な時間が持
てない

特にない 子どもと過
ごす時間や
会話が少な
い

手伝ってく
れる人がい
ない

15 46.7 26.7 20.0 20.0 13.3 13.3  

【二世代同居（子どもと同居）】 

合計 経済的負担が
重い

子どもの病気
や発育のこと

自分の自由な
時間が持てな
い

子どもと過ご
す時間や会話
が少ない

特にない

94 37.2 31.9 30.9 19.1 14.9  

【三世代同居】 

合計 子どもの病気
や発育のこと

思わず手をあ
げてしまうこ
とがある

経済的負担が
重い

自分の自由な
時間が持てな
い

子どもと過ご
す時間や会話
が少ない

13 46.2 38.5 30.8 23.1 23.1  

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

（人） 

（人） 

（人） 

（人） 

（人） 

（人） 
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Ⅱ-２．子育て環境等について 

※ここからは、すべての方におうかがいします。 

問11 子育てに対する考えに近いもの教えてください。（○を３つまで付けてください。） 

○ 子育てに対する考えについて、「子育てにより、自分自身も成長できる」が 53.4％で最

も高く、次いで「家庭が明るくなり、やすらぎが得られる」（42.3％）、「生きがいに

なる」（41.6％）と続いています。 

○ 性別にみると、特に女性で「子育てにより、自分自身も成長できる」の割合が高くなっ

ているほか、女性のほうが男性に比べて「家庭が明るくなり、やすらぎが得られる」、

「子育てを通じて交流が広がる」等の割合が高くなっています。男性では「生きがいに

なる」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、若い世代では「金銭的に余裕がなくなる」、「家事や育児の負担が増

える」、「束縛され自由が利かなくなる」などネガティブな項目の割合が比較的高くな

っています。 

○ 子育ての状況別では、子育て中の方で「子育てにより、自分自身も成長できる」の割合

が 6割を超えているほか、「家庭が明るくなり、やすらぎが得られる」、「生きがいに

なる」などポジティブな項目の割合が高くなっています。孫の面倒を見ている方では、

「次の社会を担う世代を育む」、「老後の扶養や介護を頼ることができる」の割合が比

較的高くなっています。 

 

53.4 

42.3 

41.6 

39.7 

29.3 

25.8 

18.0 

9.0 

8.7 

6.4 

5.0 

1.7 

1.7 

2.8 

0% 20% 40% 60%

子育てにより、自分自身も成長できる

家庭が明るくなり、やすらぎが得られる

生きがいになる

家族の絆を深める

子育てを通じて交流が広がる

次の社会を担う世代を育む

金銭的に余裕がなくなる

家の跡継ぎができる

家事や育児の負担が増える

束縛され自由が利かなくなる

老後の扶養や介護を頼ることができる

社会的に認められる

その他

無回答

ｎ=423

問11 子育てに対する考えに近いもの
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回答者
数

子
育
て
に
よ
り
、

自
分

自
身
も
成
長
で
き
る

家
庭
が
明
る
く
な
り
、

や
す
ら
ぎ
が
得
ら
れ
る

生
き
が
い
に
な
る

家
族
の
絆
を
深
め
る

子
育
て
を
通
じ
て
交
流

が
広
が
る

次
の
社
会
を
担
う
世
代

を
育
む

金
銭
的
に
余
裕
が
な
く

な
る

家
の
跡
継
ぎ
が
で
き
る

家
事
や
育
児
の
負
担
が

増
え
る

束
縛
さ
れ
自
由
が
利
か

な
く
な
る

老
後
の
扶
養
や
介
護
を

頼
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
的
に
認
め
ら
れ
る

全体 423 53.4 42.3 41.6 39.7 29.3 25.8 18.0 9.0 8.7 6.4 5.0 1.7

男性 155 45.8 36.8 45.8 36.1 21.3 29.7 20.0 13.5 6.5 5.8 7.1 2.6

女性 266 57.9 45.5 38.7 42.1 33.8 23.3 16.9 6.4 10.2 6.8 3.8 1.1

無回答 2 50.0 50.0 100.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代 62 51.6 37.1 40.3 46.8 25.8 24.2 24.2 4.8 12.9 14.5 1.6 3.2

30歳代 95 61.1 48.4 49.5 47.4 26.3 18.9 21.1 3.2 17.9 9.5 2.1 2.1

40歳代 78 55.1 50.0 44.9 24.4 32.1 23.1 25.6 9.0 6.4 6.4 1.3 2.6

50歳代 62 61.3 35.5 40.3 38.7 35.5 24.2 16.1 16.1 1.6 0.0 8.1 0.0

60歳代 56 48.2 41.1 35.7 41.1 30.4 33.9 8.9 14.3 8.9 3.6 8.9 1.8

70歳以上 68 41.2 38.2 33.8 41.2 26.5 33.8 8.8 10.3 1.5 2.9 10.3 0.0

無回答 2 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

結婚している 309 57.0 45.0 40.5 40.5 32.7 25.9 16.8 8.7 8.1 5.8 5.2 1.6

離婚・死別した 34 47.1 44.1 47.1 32.4 23.5 20.6 14.7 8.8 5.9 0.0 5.9 0.0

未婚 79 43.0 31.6 43.0 40.5 17.7 26.6 24.1 10.1 12.7 11.4 3.8 2.5

無回答 1 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

子育て中 149 63.8 53.0 48.3 39.6 34.9 18.1 23.5 3.4 10.7 7.4 0.7 1.3

子育ては終了 137 53.3 39.4 36.5 41.6 31.4 29.2 11.7 13.1 2.2 2.2 9.5 0.7

孫の面倒を見ている 22 40.9 45.5 31.8 36.4 22.7 40.9 9.1 18.2 18.2 4.5 18.2 0.0

将来、経験すると思う 51 51.0 33.3 43.1 51.0 23.5 27.5 25.5 3.9 5.9 9.8 2.0 3.9

子育ての予定はない 43 41.9 34.9 37.2 32.6 16.3 25.6 20.9 18.6 25.6 14.0 4.7 4.7

その他 12 33.3 16.7 41.7 8.3 16.7 50.0 8.3 8.3 0.0 8.3 0.0 0.0

無回答 9 11.1 22.2 44.4 33.3 33.3 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

性
別

年
齢

婚
姻
状
況

子
育
て
状
況

 

単位：％ 

（人） 
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問12 近年、少子化が進んでいますが、出生率の低下についてどう思うか、教えてください。

（○を１つ付けてください。） 

○ 出生率の低下について、「大変深刻な問題だと思う」が 50.8％で最も高く、「どちらか

というと深刻な問題だと思う」（34.8％）と合わせると８割以上が『深刻な問題だと思

う』と回答しています。 

○ 年齢別にみると、20～30歳代では「大変深刻」が 4割台であるのに対し、70歳以上

では 6割以上となっています。 

 

50.8 

34.8 

8.7 

2.8 

1.2 

1.7 

0% 20% 40% 60%

大変深刻な問題だと思う

どちらかというと深刻な問題だと思う

望ましくはないが、心配するほどではない

特に問題だと思わない

その他

無回答

ｎ=423

問12 少子化に伴う出生率の低下について

 

合計 大変深刻
な問題だ
と思う

どちらか
というと
深刻な問
題だと思
う

望ましく
はない
が、心配
するほど
ではない

特に問題
だと思わ
ない

その他 無回答

全体 423 50.8 34.8 8.7 2.8 1.2 1.7

男性 155 57.4 29.0 8.4 2.6 1.3 1.3

女性 266 47.4 37.6 9.0 3.0 1.1 1.9

無回答 2 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代 62 41.9 35.5 12.9 6.5 3.2 0.0

30歳代 95 44.2 41.1 8.4 3.2 1.1 2.1

40歳代 78 50.0 39.7 6.4 2.6 1.3 0.0

50歳代 62 56.5 30.6 8.1 0.0 0.0 4.8

60歳代 56 51.8 33.9 8.9 3.6 0.0 1.8

70歳以上 68 63.2 23.5 8.8 1.5 1.5 1.5

無回答 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

結婚している 309 53.1 34.3 8.1 2.3 1.3 1.0

離婚・死別した 34 44.1 35.3 8.8 5.9 0.0 5.9

未婚 79 45.6 35.4 11.4 3.8 1.3 2.5

無回答 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

子育て中 149 47.0 40.3 8.1 2.7 1.3 0.7

子育ては終了 137 57.7 29.2 9.5 1.5 0.0 2.2

孫の面倒を見ている 22 59.1 36.4 0.0 0.0 4.5 0.0

将来、経験すると思う 51 47.1 39.2 9.8 2.0 0.0 2.0

子育ての予定はない 43 39.5 30.2 14.0 11.6 2.3 2.3

その他 12 58.3 33.3 8.3 0.0 0.0 0.0

無回答 9 55.6 22.2 0.0 0.0 11.1 11.1  

単位：％ 

（人） 
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問13 子育て家庭（ご自身の家庭や地域・近所の家庭等）について、気になることがあれば教

えてください。（○を３つまで付けてください。） 

○ 自身の家庭や地域・近所の子育て家庭で気になることについて、「親として未熟さを感

じる」が 37.6％で最も高く、次いで「親が忙しく、子どもと関わる余裕がない」（31.4％）、

「近くに、子どもの遊び場・居場所などの環境が整っていない」（27.7％）と続いてい

ます。 

○ 年齢別にみると、特に 30～40歳代で「親として未熟さを感じる」の割合が高くなって

います。60歳代では「親が忙しく、子どもと関わる余裕がない」、70歳以上では「近

くに、子どもの遊び場・居場所などの環境が整っていない」の割合が最も高くなってい

るほか、60歳代以上で「地域とのふれあいが少ない」の割合が他の年代と比べて高くな

っています。 

 

37.6 

31.4 

27.7 

23.6 

15.6 

14.9 

13.2 

13.0 

9.7 

7.1 

12.1 

0% 10% 20% 30% 40%

親として未熟さを感じる

親が忙しく、子どもと関わる余裕がない

近くに、子どもの遊び場・居場所などの環境が整っていない

親が子育てに不安を持っている

身近に子育てを助けてくれる人が少ない

地域とのふれあいが少ない

子ども自身が問題や悩みを抱えている

父親の関わりが少ない

話し相手や相談先が少なく、孤立している

その他

無回答

ｎ=423

問13 子育て家庭に

ついて、気になるこ

と
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合計 親
と
し
て
未
熟
さ
を
感
じ
る

親
が
忙
し
く
、

子
ど
も
と
関
わ
る
余

裕
が
な
い

近
く
に
、

子
ど
も
の
遊
び
場
・
居
場

所
な
ど
の
環
境
が
整
っ

て
い
な
い

親
が
子
育
て
に
不
安
を
持
っ

て
い
る

身
近
に
子
育
て
を
助
け
て
く
れ
る
人

が
少
な
い

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
が
少
な
い

子
ど
も
自
身
が
問
題
や
悩
み
を
抱
え

て
い
る

父
親
の
関
わ
り
が
少
な
い

話
し
相
手
や
相
談
先
が
少
な
く
、

孤

立
し
て
い
る

全体 423 37.6 31.4 27.7 23.6 15.6 14.9 13.2 13.0 9.7

20歳代 62 35.5 35.5 33.9 22.6 21.0 8.1 9.7 14.5 11.3

30歳代 95 44.2 31.6 24.2 35.8 12.6 12.6 14.7 13.7 8.4

40歳代 78 50.0 29.5 29.5 19.2 7.7 9.0 14.1 15.4 10.3

50歳代 62 40.3 33.9 21.0 22.6 19.4 8.1 21.0 16.1 16.1

60歳代 56 26.8 33.9 32.1 21.4 21.4 28.6 10.7 7.1 8.9

70歳以上 68 23.5 26.5 27.9 16.2 16.2 26.5 8.8 10.3 4.4

無回答 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

単身世帯 56 37.5 32.1 21.4 23.2 23.2 12.5 14.3 8.9 17.9

夫婦のみ 105 27.6 33.3 33.3 14.3 19.0 24.8 9.5 5.7 8.6

二世帯同居(子どもと同居)136 42.6 30.9 29.4 26.5 13.2 12.5 16.2 22.8 5.9

二世帯同居(親と同居) 75 34.7 34.7 29.3 32.0 16.0 9.3 12.0 10.7 16.0

三世代同居 35 51.4 28.6 20.0 31.4 2.9 5.7 17.1 8.6 0.0

その他 10 60.0 0.0 0.0 10.0 10.0 30.0 10.0 20.0 10.0

無回答 6 16.7 33.3 16.7 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0 16.7

子育て中 149 49.7 26.8 27.5 26.2 9.4 8.1 15.4 17.4 6.0

子育ては終了 137 33.6 32.1 25.5 21.2 21.9 20.4 11.7 11.7 9.5

孫の面倒を見ている 22 9.1 50.0 40.9 27.3 18.2 36.4 4.5 9.1 9.1

将来、経験すると思う 51 33.3 39.2 39.2 29.4 19.6 19.6 9.8 7.8 9.8

子育ての予定はない 43 34.9 32.6 23.3 16.3 14.0 7.0 18.6 11.6 23.3

その他 12 41.7 16.7 8.3 16.7 16.7 8.3 25.0 16.7 8.3

無回答 9 0.0 22.2 11.1 22.2 0.0 11.1 0.0 0.0 11.1

年
齢

世
帯
構
成

子
育
て
状
況

 

単位：％ 

（人） 
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問14 地域の子どもや保護者に対して、次のような関わりや活動を行ったことがありますか。

また、今後、行っていきたいと思いますか、教えてください。 

（①から⑨について、Ａ・Ｂそれぞれに○を付けてください。） 

【今まで行ったことがある】 

○ 地域の子どもや保護者に対して、今まで行ったことがある関わりや活動について、「子

どもに気軽に、あいさつや声掛けをする」が 80.1％で最も高く、次いで「近所の子ども

や家庭に関心をもち、温かく見守る」（56.0％）、「子ども向けの地域行事に参加する」

（47.5％）と続いています。 

○ 属性別では、30～40歳代や子育て中の方で、各選択肢の割合が高い傾向がみられます。 

 

【今後、行っていきたい】 

○ 今後、行っていきたい関わりや活動については、「子どもに気軽に、あいさつや声掛け

をする」が 78.0％最も高く、次いで「近所の子どもや家庭に関心をもち、温かく見守る」

（72.8％）、「話し相手や、相談相手になる」（63.6％）と続いています。 

○ 性別にみると、男性では女性に比べて「自分の経験を生かして、遊びやスポーツなどを

教える」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別では、30歳代では「近所の子どもや家庭に関心をもち、温かく見守る」の割合が

最も高いほか、「話し相手や相談相手になる」、「子ども向けの地域行事に参加する」

等の割合が高くなっています。また、「自分の経験を生かして、遊びやスポーツなどを

教える」の割合は、20～30歳代で高くなっています。 

 

78.0 

56.7 

63.6 

51.5 

42.8 

54.1 

41.1 

36.9 

72.8 

11.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもに気軽に、あいさつや声掛けをする

自分の子どものように褒めたり、叱ったりする

話し相手や、相談相手になる

家事や子どもの世話を手伝う

用事のある時など、一時的に子どもを預かる

子ども向けの地域行事に参加する

学校や保育園などで、ボランティアとして活動する

自分の経験を生かして、遊びやスポーツなどを教…

近所の子どもや家庭に関心をもち、温かく見守る

無回答

【Ｂ 今後、行っていきたい】（ｎ=423）

80.1 

43.5 

43.5 

41.8 

30.3 

47.5 

24.8 

22.5 

56.0 

11.1 

0%20%40%60%80%100%

子どもに気軽に、あいさつや声掛けをする

自分の子どものように褒めたり、叱ったりする

話し相手や、相談相手になる

家事や子どもの世話を手伝う

用事のある時など、一時的に子どもを預かる

子ども向けの地域行事に参加する

学校や保育園などで、ボランティアとして活動する

自分の経験を生かして、遊びやスポーツなどを教える

近所の子どもや家庭に関心をもち、温かく見守る

無回答

【Ａ 今まで行ったことがある】（ｎ=423）
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【今まで行ったことがある】 

回答者数 子
ど
も
に
気
軽
に
、

あ

い
さ
つ
や
声
掛
け
を
す

る 自
分
の
子
ど
も
の
よ
う

に
褒
め
た
り
、

叱
っ

た

り
す
る

話
し
相
手
や
、

相
談
相

手
に
な
る

家
事
や
子
ど
も
の
世
話

を
手
伝
う

用
事
の
あ
る
時
な
ど
、

一
時
的
に
子
ど
も
を
預

か
る

子
ど
も
向
け
の
地
域
行

事
に
参
加
す
る

学
校
や
保
育
園
な
ど

で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と

し
て
活
動
す
る

自
分
の
経
験
を
生
か
し

て
、

遊
び
や
ス
ポ
ー

ツ

な
ど
を
教
え
る

近
所
の
子
ど
も
や
家
庭

に
関
心
を
も
ち
、

温
か

く
見
守
る

全体 423 80.1 43.5 43.5 41.8 30.3 47.5 24.8 22.5 56.0

男性 155 77.4 38.7 32.9 45.2 30.3 45.8 28.4 32.3 52.9

女性 266 81.6 45.9 49.2 39.5 29.7 48.1 22.2 16.5 57.5

無回答 2 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0 100.0

20歳代 62 62.9 22.6 30.6 35.5 17.7 27.4 19.4 22.6 43.5

30歳代 95 83.2 46.3 53.7 48.4 35.8 60.0 25.3 29.5 56.8

40歳代 78 83.3 62.8 53.8 43.6 29.5 66.7 29.5 17.9 66.7

50歳代 62 83.9 43.5 45.2 29.0 29.0 46.8 27.4 19.4 54.8

60歳代 56 76.8 35.7 37.5 51.8 35.7 44.6 21.4 25.0 53.6

70歳以上 68 86.8 42.6 32.4 39.7 30.9 29.4 23.5 17.6 55.9

無回答 2 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 100.0

子育て中 149 87.2 59.1 60.4 51.7 35.6 74.5 30.9 22.1 63.1

子育ては終了 137 81.8 38.7 38.0 35.0 27.7 39.4 27.7 21.9 57.7

孫の面倒を見ている 22 81.8 50.0 31.8 72.7 50.0 40.9 9.1 13.6 50.0

将来、経験すると思う 51 68.6 29.4 33.3 29.4 21.6 23.5 25.5 27.5 51.0

子育ての予定はない 43 67.4 20.9 30.2 34.9 16.3 18.6 7.0 18.6 39.5

その他 12 75.0 33.3 25.0 25.0 33.3 41.7 16.7 33.3 50.0

無回答 9 66.7 44.4 22.2 33.3 44.4 22.2 11.1 33.3 44.4

性
別

年
齢

子
育
て
状
況

 
 

【今後、行っていきたい】 

回答者数 子
ど
も
に
気
軽
に
、

あ

い
さ
つ
や
声
掛
け
を
す

る 自
分
の
子
ど
も
の
よ
う

に
褒
め
た
り
、

叱
っ

た

り
す
る

話
し
相
手
や
、

相
談
相

手
に
な
る

家
事
や
子
ど
も
の
世
話

を
手
伝
う

用
事
の
あ
る
時
な
ど
、

一
時
的
に
子
ど
も
を
預

か
る

子
ど
も
向
け
の
地
域
行

事
に
参
加
す
る

学
校
や
保
育
園
な
ど

で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と

し
て
活
動
す
る

自
分
の
経
験
を
生
か
し

て
、

遊
び
や
ス
ポ
ー

ツ

な
ど
を
教
え
る

近
所
の
子
ど
も
や
家
庭

に
関
心
を
も
ち
、

温
か

く
見
守
る

全体 423 78.0 56.7 63.6 51.5 42.8 54.1 41.1 36.9 72.8

男性 155 75.5 58.1 60.6 55.5 43.2 56.8 45.2 46.5 69.7

女性 266 79.7 56.0 65.4 49.2 42.5 52.6 38.7 31.6 74.8

無回答 2 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0

20歳代 62 75.8 45.2 64.5 69.4 45.2 64.5 50.0 46.8 75.8

30歳代 95 81.1 60.0 77.9 58.9 48.4 73.7 50.5 49.5 82.1

40歳代 78 80.8 67.9 62.8 51.3 42.3 56.4 41.0 35.9 74.4

50歳代 62 85.5 54.8 61.3 37.1 37.1 38.7 37.1 19.4 74.2

60歳代 56 76.8 57.1 55.4 53.6 41.1 53.6 37.5 41.1 66.1

70歳以上 68 69.1 52.9 54.4 38.2 41.2 30.9 27.9 25.0 61.8

無回答 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

子育て中 149 87.2 71.8 77.9 61.7 53.7 77.2 53.7 42.3 80.5

子育ては終了 137 74.5 51.1 54.0 38.0 35.0 37.2 32.8 28.5 67.2

孫の面倒を見ている 22 81.8 72.7 68.2 63.6 54.5 54.5 36.4 31.8 63.6

将来、経験すると思う 51 80.4 47.1 68.6 62.7 43.1 58.8 49.0 45.1 80.4

子育ての予定はない 43 62.8 34.9 51.2 44.2 25.6 30.2 27.9 34.9 69.8

その他 12 66.7 41.7 33.3 41.7 33.3 41.7 25.0 41.7 66.7

無回答 9 44.4 33.3 33.3 44.4 44.4 33.3 11.1 44.4 33.3

性
別

年
齢

子
育
て
状
況

 

単位：％ 

単位：％ 

（人） 

（人） 
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問15 仕事と家庭生活の両立（ワーク・ライフ・バランス）を実現するために、どのような支

援が大切なのか教えてください。（○を３つまで付けてください。） 

○ 仕事と家庭生活の両立の実現に大切な支援について、「労働時間の短縮や休暇制度の拡

充など、職場における福利厚生の充実」が 52.0％で最も高く、次いで「在宅勤務や再就

職制度など、柔軟な雇用体制」（47.3％）、「職場における上司や同僚の協力や理解」

（41.4％）と続いています。 

○ 性別にみると、女性では男性に比べて「職場における上司や同僚の協力や理解」の割合

が高く、男性では女性に比べて「国による法律や制度の拡充」の割合が高くなっていま

す。 

○ 職業別にみると、特に会社員・公務員・団体職員で「労働時間の短縮や休暇制度の拡充

など、職場における福利厚生の充実」の割合が高くなっています。自営業・自由業等で

は、他の職業と比べて「家族の協力や理解」の割合が高くなっています。 

 

 

52.0 

47.3 

41.4 

33.8 

29.8 

24.8 

23.6 

12.8 

2.4 

4.7 

0% 20% 40% 60%

労働時間の短縮や休暇制度の拡充など、

職場における福利厚生の充実

在宅勤務や再就職制度など、柔軟な雇用体制

職場における上司や同僚の協力や理解

家族の協力や理解

保育サービスの充実

国による法律や制度の拡充

男性が家事や育児に参加しやすい体制づくり

男女共同参画についての啓発や、

女性を取り巻く社会通念や慣行の見直し

その他

無回答

ｎ=423
問15 ワーク・ライ

フ・バランスの実現の
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回答者
数

労
働
時
間
の
短
縮
や
休
暇
制
度

の
拡
充
な
ど
、

職
場
に
お
け
る

福
利
厚
生
の
充
実

在
宅
勤
務
や
再
就
職
制
度
な

ど
、

柔
軟
な
雇
用
体
制

職
場
に
お
け
る
上
司
や
同
僚
の

協
力
や
理
解

家
族
の
協
力
や
理
解

保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

国
に
よ
る
法
律
や
制
度
の
拡
充

男
性
が
家
事
や
育
児
に
参
加
し

や
す
い
体
制
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
啓

発
や
、

女
性
を
取
り
巻
く
社
会

通
念
や
慣
行
の
見
直
し

全体 423 52.0 47.3 41.4 33.8 29.8 24.8 23.6 12.8

男性 155 51.6 47.1 37.4 30.3 32.3 33.5 27.1 10.3

女性 266 52.3 47.4 44.0 35.7 28.6 19.9 21.8 14.3

無回答 2 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

会社員・公務員・団体職員 163 65.6 47.2 49.1 32.5 30.1 25.8 21.5 10.4

自営業・自由業 39 53.8 48.7 38.5 46.2 25.6 23.1 33.3 10.3

会社等経営者 10 0.0 60.0 30.0 30.0 90.0 50.0 30.0 0.0

家事専業 55 41.8 49.1 49.1 30.9 29.1 16.4 23.6 16.4

アルバイト・パートタイム 73 50.7 49.3 32.9 34.2 34.2 31.5 24.7 12.3

学生(予備校含む) 8 50.0 37.5 50.0 62.5 25.0 37.5 12.5 25.0

その他( 13 53.8 53.8 38.5 46.2 0.0 23.1 38.5 23.1

無職 55 32.7 41.8 30.9 25.5 25.5 20.0 16.4 18.2

無回答 7 42.9 28.6 0.0 28.6 14.3 0.0 42.9 0.0

結婚している 309 53.7 46.3 38.8 34.6 33.3 25.6 25.2 12.6

離婚・死別した 34 38.2 52.9 41.2 26.5 14.7 20.6 23.5 11.8

未婚 79 51.9 49.4 51.9 34.2 22.8 24.1 17.7 13.9

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

子育て中 149 62.4 52.3 45.6 28.9 29.5 28.9 21.5 9.4

子育ては終了 137 44.5 44.5 35.8 37.2 30.7 20.4 29.9 15.3

孫の面倒を見ている 22 50.0 45.5 27.3 31.8 45.5 22.7 31.8 4.5

将来、経験すると思う 51 60.8 43.1 47.1 35.3 37.3 23.5 19.6 15.7

子育ての予定はない 43 41.9 55.8 48.8 34.9 23.3 27.9 16.3 18.6

その他 12 41.7 25.0 50.0 41.7 8.3 16.7 25.0 8.3

無回答 9 11.1 22.2 11.1 44.4 0.0 33.3 0.0 11.1

子
育
て
状
況

性
別

職
業

婚
姻
状
況

 

 

単位：％ 

（人） 
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問16 茅野市は、子どもを産み育てやすいまちだと思いますか、教えてください。 

（○を１つ付けてください。） 

○ 茅野市は子どもを産み育てやすいまちだと思うかどうかについて、「ある程度、そう思

う」が 42.6％で最も高く、「その通りだと思う」（5.7％）と合わせると約５割の方が

『思う』としています。「どちらともいえない」が 25.8％、「わからない」が 18.7％

となっています。 

○ 年齢別にみると、20 歳代で「わからない」の割合が高くなっています。 

○ 子育て状況別にみると、子育て中の方では『思う』の割合が 6割近くと高くなっていま

す。 

○ 子どもの年齢別では、年齢があがるにつれ「そうは思わない」の割合が高くなっていま

す。 

5.7 

42.6 

25.8 

4.7 

18.7 

2.6 

0% 20% 40% 60%

その通りだと思う

ある程度、そう思う

どちらともいえない

そうは思わない

わからない

無回答

ｎ=423

問16 市は、子どもを産み育てやすいまちだと思うか

 

回答者数 その通り
だと思う

ある程
度、そう
思う

どちらと
もいえな
い

そうは思
わない

わからな
い

無回答

全体 423 5.7 42.6 25.8 4.7 18.7 2.6

男性 155 7.7 36.1 28.4 5.2 20.0 2.6

女性 266 4.5 45.9 24.4 4.5 18.0 2.6

無回答 2 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代 62 1.6 37.1 17.7 6.5 35.5 1.6

30歳代 95 5.3 43.2 24.2 6.3 20.0 1.1

40歳代 78 6.4 43.6 29.5 7.7 11.5 1.3

50歳代 62 6.5 48.4 29.0 1.6 12.9 1.6

60歳代 56 3.6 41.1 30.4 1.8 17.9 5.4

70歳以上 68 10.3 41.2 23.5 2.9 16.2 5.9

無回答 2 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

子育て中 149 6.0 51.7 28.2 8.1 5.4 0.7

子育ては終了 137 6.6 47.4 24.8 1.5 16.1 3.6

孫の面倒を見ている 22 9.1 45.5 31.8 4.5 4.5 4.5

将来、経験すると思う 51 0.0 31.4 17.6 5.9 43.1 2.0

子育ての予定はない 43 2.3 25.6 20.9 2.3 46.5 2.3

その他 12 16.7 0.0 50.0 0.0 25.0 8.3

無回答 9 11.1 11.1 22.2 11.1 33.3 11.1

0～3歳 53 5.7 50.9 32.1 5.7 3.8 1.9

4～12歳 82 3.7 48.8 32.9 8.5 4.9 1.2

13～18歳 46 8.7 50.0 23.9 10.9 6.5 0.0

18歳以上 16 12.5 37.5 31.3 12.5 6.3 0.0

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

性
別

年
齢

子
育
て
状
況

子
ど
も
の
年
齢  

単位：％ 

（人） 
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問17 茅野市は、「たくましく、やさしい、夢のある子ども」に育つことを願い、こども・家

庭応援計画（どんぐりプラン）を策定し、計画に基づいた各種取り組みを行っています。

今後、どのような取り組みが重要だと思いますか、教えてください。（特に優先順の高

いもの５つまでを付けてください。） 

○ 今後、重要だと思う取り組みについて、「少子化対策における子育て環境の充実」が

42.6％で最も高く、次いで「助けを必要としている家庭への支援」（39.7％）、「保

険・医療・福祉・教育が一体となった、一生涯を通じた安心できる仕組みづくり」（37.6％）

と続いています。 
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保育料や医療費の減免等の少子化対策における子育て環境の充実

助けを必要としている家庭への支援(ひとり親家庭、経済的な問題を抱えた家庭、

外国籍市民、医療的な支援を必要とする障害児とその家庭等)

保健・医療・福祉・教育が一体となった、一生涯を通じた安心できる仕組みづくり

子どもに関する全ての相談に応じることができる窓口の充実

子どもの居場所づくり(0123広場、CHUKOらんどチノチノ、地区こども館)への支援

子どもを地域のみんなで見守り育てる、そのような環境づくりの推進

企業における労働時間の短縮や育児休業などの制度により、

社会全体で子育てを支える「しくみづくり」の推進

発達障害の早期発見と家庭への支援

体験活動の場の提供

スポーツを身近に楽しむ環境の整備

地域行事の開催と子どもの参加促進

不登校児童・生徒への支援

ことばと心の育ちを推進する、読書活動の充実

要保護児童(児童虐待問題等)への対応

ニート・引きこもりにならないための支援

質の高い幼児期の教育・保育の充実と継続

家事・子育て等を市民相互が援助する有償支援システムの推進

小学校・中学校が連携した一貫教育の推進

幼稚園・保育園・小学校が連携した教育の推進

子どもと大人とが対等な立場でまちづくりを進める場の提供と取組支援

インターネットの適正利用に関する子どもとその保護者に対する教育の推進

子育てに関する講座や一日保育士体験などの実施による

親育ちを支える場の提供と親育ちへの支援

地区コミュニティセンターを中心とした、地域住民の交流の場としての施設運用

地域の大人が保育園・幼稚園・学校での活動に係わる連携の推進

性教育の充実

縄文学習や調べ学習などの推進により、疑問をもち、

それを解決するための知識や技術の習得と活用の推進

無回答

ｎ=423

問17 今後、重要だと思う取り

組み
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○ 属性別にみると、現在子育て中の方、もしくは将来子育てを経験すると思っている方や

結婚している方では「保育料や医療費の減免等の少子化対策における子育て環境の充実」

が最も高く、特に 0～3歳の子どもを持つ方でその割合が高くなっています。 

○ それ以外の方では「助けを必要としている家庭への支援」の割合が最も高くなっていま

す。 

 

■子どもの年齢別（上位５項目） 

【0～3歳】 

回答者数 保育料や医療費の
減免等の少子化対
策における子育て
環境の充実

保健・医療・福
祉・教育が一体と
なった、一生涯を
通じた安心できる
仕組みづくり

助けを必要として
いる家庭への支援

子どもの居場所づ
くりへの支援

企業における労働
時間の短縮や育児
休業などの制度の
推進

53 75.5 37.7 34.0 32.1 28.3  
【4～12歳】 

回答者数 保育料や医療費の
減免等の少子化対
策における子育て
環境の充実

企業における労働
時間の短縮や育児
休業などの制度の
推進

保健・医療・福
祉・教育が一体と
なった、一生涯を
通じた安心できる
仕組みづくり

子どもを地域のみ
んなで見守り育て
る、そのような環
境づくりの推進

子どもの居場所づ
くりへの支援

82 53.7 34.1 32.9 31.7 26.8  
【13～18歳】 

回答者数 保育料や医療費の
減免等の少子化対
策における子育て
環境の充実

保健・医療・福
祉・教育が一体と
なった、一生涯を
通じた安心できる
仕組みづくり

子どもに関する全
ての相談に応じる
ことができる窓口
の充実

子どもの居場所づ
くりへの支援

助けを必要として
いる家庭への支援

46 54.3 45.7 45.7 28.3 28.3  
 

■結婚状況別（上位５項目） 

【結婚している】 

回答者数 保育料や医療
費の減免等の
少子化対策に
おける子育て
環境の充実

保健・医療・
福祉・教育が
一体となっ
た、一生涯を
通じた安心で
きる仕組みづ
くり

助けを必要と
している家庭
への支援

子どもに関す
る全ての相談
に応じること
ができる窓口
の充実

子どもの居場
所づくりへの
支援

子どもを地域
のみんなで見
守り育てる、
そのような環
境づくりの推
進

309 46.6 40.5 36.2 33.7 25.6 25.6  
【結婚したが離婚・死別した】 

回答者数 助けを必要として
いる家庭への支援

子どもに関する全
ての相談に応じる
ことができる窓口
の充実

発達障害の早期発
見と家庭への支援

子どもの居場所づ
くりへの支援

保健・医療・福
祉・教育が一体と
なった、一生涯を
通じた安心できる
仕組みづくり

34 44.1 32.4 32.4 29.4 26.5  

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

（人） 

（人） 

（人） 

（人） 

（人） 
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【未婚】 

回答者数 助けを必要として
いる家庭への支援

保育料や医療費の
減免等の少子化対
策における子育て
環境の充実

子どもに関する全
ての相談に応じる
ことができる窓口
の充実

保健・医療・福
祉・教育が一体と
なった、一生涯を
通じた安心できる
仕組みづくり

子どもを地域のみ
んなで見守り育て
る、そのような環
境づくりの推進

79 51.9 35.4 32.9 31.6 27.8  
 

■子育て状況別（上位５項目） 

【子育て中である】 

回答者数 保育料や医療費の
減免等の少子化対
策における子育て
環境の充実

保健・医療・福
祉・教育が一体と
なった、一生涯を
通じた安心できる
仕組みづくり

助けを必要として
いる家庭への支援

子どもに関する全
ての相談に応じる
ことができる窓口
の充実

企業における労働
時間の短縮や育児
休業などの制度の
推進

149 59.7 38.9 30.2 30.2 30.2  
【子育ては終了している】 

回答者数 助けを必要として
いる家庭への支援

保健・医療・福
祉・教育が一体と
なった、一生涯を
通じた安心できる
仕組みづくり

子どもに関する全
ての相談に応じる
ことができる窓口
の充実

保育料や医療費の
減免等の少子化対
策における子育て
環境の充実

子どもを地域のみ
んなで見守り育て
る、そのような環
境づくりの推進

137 46.0 44.5 38.0 31.4 24.1  
【自分の子どもは終わったが、孫の面倒を見ている】 

回答者数 助けを必要
としている
家庭への支
援

子どもの居
場所づくり
への支援

保育料や医
療費の減免
等の少子化
対策におけ
る子育て環
境の充実

子どもを地
域のみんな
で見守り育
てる、その
ような環境
づくりの推
進

体験活動の
場の提供

ニート・引
きこもりに
ならないた
めの支援

不登校児
童・生徒へ
の支援

22 50.0 45.5 36.4 36.4 27.3 27.3 27.3  
【将来、子育てを経験すると思う】 

回答者数 保育料や医療
費の減免等の
少子化対策に
おける子育て
環境の充実

子どもに関す
る全ての相談
に応じること
ができる窓口
の充実

助けを必要と
している家庭
への支援

保健・医療・
福祉・教育が
一体となっ
た、一生涯を
通じた安心で
きる仕組みづ
くり

子どもを地域
のみんなで見
守り育てる、
そのような環
境づくりの推
進

発達障害の早
期発見と家庭
への支援

51 43.1 43.1 37.3 35.3 27.5 27.5  
【子育ての予定はない】 

回答者数 助けを必要と
している家庭
への支援

子どもに関す
る全ての相談
に応じること
ができる窓口
の充実

保育料や医療
費の減免等の
少子化対策に
おける子育て
環境の充実

保健・医療・
福祉・教育が
一体となっ
た、一生涯を
通じた安心で
きる仕組みづ
くり

子どもの居場
所づくりへの
支援

要保護児童(児
童虐待問題等)
への対応

43 51.2 32.6 30.2 30.2 25.6 25.6  

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

（人） 

（人） 

（人） 

（人） 

（人） 

（人） 
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問18 子育て・教育についてのご意見・ご要望がありましたら、自由にお書きください。 

年齢 性別 
子育ての 
状況 

子どもの
年齢 

子育て・教育についての意見・要望 

20 歳代 男性 その他 - 私自身は社会に出てから「あしなが育英会」に毎月寄付を行

っています。これは「教育を受ける機会を経済的理由により

あきらめてほしくない」という考えからです。全ての子ども

が平等に教育（高等教育）を受けられるように整備していっ

てほしいです。 

20 歳代 女性 子育て中 0-3歳 子育て相談の時、相談するんですが、あまりいい回答がなく、

様子をみましょうくらいなので、次回はもういいかな？とい

う感じになってしまいます。具体的な意見や他のお母さんた

ちはこうされているなど、こういう事例があるということで

もいいので、話が聞けたら嬉しいです。何をしたらいいかわ

からないより、例を聞くことによって、また相談してみよう

という気になるので・・・。 

20 歳代 女性 子育て中 0-3歳 「子ども産んでおいて、育てるのが苦痛だったり辛くなるこ

とが多い」と感じたり、思ってしまったりする友人が周りに

は何人かいます。私もそんなに深くは考えたことないですが、

確かに楽なことではないと思ってしまう一人です。 

最初は幸せでしたが、子どもが大きくなればなるほど苦しく

なることも多くなり、協力してくれる祖母、祖父がいない私

としては、孤独に感じる場面も大いにたくさんあります。 

人前では「平気だよ、大丈夫だよ」と笑う時もあります。で

も違います。平気じゃないです。大丈夫でもないです。気が

付いてほしいです。 

そういう人たちがきっと何人も何十人も何百人もいます。そ

れに気が付いてあげられる茅野市でいてほしいです。 

20 歳代 女性 子育て中 0-3歳 0 歳児を連れて遊べる場所が少ない。 

20 歳代 女性 子育て中 4-12歳 子ども医療費の窓口無料化を早く実現させてほしいです。も

っと言えば、500円負担もなく、完全無料にしてほしいです。 

県外から来たのですが、500 円負担があるとわかり、びっくり

しました。前のところは無料だったので。500円でも何か所も

病院へ行くと大変負担です。何とかしてほしいです。 

20 歳代 女性 将来経験 - 親や家族が一人で悩まず、地域ぐるみで子育てにかかわるこ

とができるようになれば良いと思います。地域や近所とのつ

ながりが増えるなど・・・。少子高齢化の問題がとても心配

なので、子どもを産み、育てやすい環境を整えることの必要

性を強く感じています。 

20 歳代 女性 将来経験 - 公園に未就園児でも遊べる遊具がもう少しほしいです。 

20 歳代 女性 将来経験 - 未来のない老人に対する制度や支援、税金を減らし、今後の

日本の未来を担う子どもにお金をかけるべき。 

私が納めている税金は、老人のためではなく子どものために

使ってほしい。大変な家庭（一人親など）への支援に力を入

れていってほしい。 

20 歳代 女性 その他 - 交通機関をもっと充実させてほしい。茅野市の端に住んでい

る家は、駅がないため（駅が遠い）、学生が学校に行くにも

かなり不便。親にも負担が大きい。 
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年齢 性別 
子育ての 
状況 

子どもの
年齢 

子育て・教育についての意見・要望 

30 歳代 男性 子育て中 0-3歳 親と一緒にできる自然体験、星空観察の開催。茅野市は有数

な観光地であることから、レジャーが充実していると思いま

す。車山、蓼科等のロープウエイをお試しで無料で利用でき

たり、奥蓼科の国立公園のトレッキングや渋温泉に浸かった

り、子育て世代に優位にして利用してもらうことで、地域の

愛着を育むとともに、産業活性にも役立つと思います。観光

資源が充実している茅野市で住んでいる認知を小さい頃より

行うことは重要だと思います。 

30 歳代 男性 子育て中 0-3歳 働きながら子育てできる環境作りや、教育、スポーツ等を気

軽に参加できる場所をつくったらいいんじゃないですか？教

えたい人がボランティアでスポーツや勉強を教えるみたいな

場所。 

何よりも少子化に対する国の取組みが悪すぎて、話にならな

い。現役世代はこのままだと将来大変になっていくだけとい

うことをわかっていない。20 代 30代の世代が子育てをやりに

くい国にしてしまっては、国は破たんするだけだと思う。今

の子ども達の将来は、今よりつらい世の中になるだろう。そ

うさせてはいけないから、大人の責任で良くしていかないと

いけないと感じます。 

30 歳代 男性 子育て中 0-3歳 

4-12歳 

・小学校に洋式トイレを増やして下さい。 

・幼児教育に力を入れて下さい。音楽、リトミック、英語な

ど。 

30 歳代 男性 子育て中 4-12歳 

13-18 歳 

学校の担任が変わるのは不安になる。変わった時にまた一か

ら子どものことを説明しなければならない。今まで築いてき

た信頼関係をまたその都度築くのは大変である。 

30 歳代 男性 子育て中 13-18 歳 このようなアンケートがあると、子育てに対して改めて考え

る機会となり、とてもありがたい。 

30 歳代 男性 - - 茅野市は子育てに関してはよく考えてくれていると思いま

す。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 ・仕事と子育ての両立ができるよう、支援をお願いしたいと

思います。未満児で保育園に預ける予定ですが、第一希望に

入れるのか不安です。（フルタイムの勤務のため、遠くの保

育園は厳しいです。） 

未満児さんで保育園に出し、働くお母さんも増えていると思

います。今も子育て支援に力を入れてくださっていると思い

ますが、よろしくお願いします。 

・未就園児が行ける場所（0123 広場、各地区コミュニティー

センター、図書館のおはなし会など）がたくさんあり、あり

がたいです。 

・ファーストブックプレゼント、とてもうれしかったです。

しかも 2 冊！子どもはまだ 4 ヶ月ですが、いただいたこぐま

ちゃんの絵本を読むと喜びます。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 保育園での様子を一言でもノートに書いて教えてほしい。昔

はあったが今はなくなってしまって・・・どのように子ども

が過ごしているか知りたい親はたくさんいらっしゃると思

う。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 子育て相談窓口に、託児できる場所がほしいです。子どもを

預けられず、子どもと一緒に相談に行っても、子どもの目の

前では本音の相談ができません。2 歳くらいから、大人の会話
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年齢 性別 
子育ての 
状況 

子どもの
年齢 

子育て・教育についての意見・要望 

の内容を理解できるので。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 ・子どもの医療費の減免希望です。 

・市民税、もう少し安くしてほしいです。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 ・今現在、医療費の負担がありとても助かっているのですが、

窓口での負担が一定料金（500円）だけになるともっと助かり

ます。 

・子どもを保育園に預け始めたのでパートで働き始めました。

ですが午前のみの仕事なので規定の 64 時間ギリギリです。午

前のみであっても働いてることに変わりはないと思うので、

規定の時間をもう少し下げてほしいです。子どもが体調を崩

して休まなければいけないこともあると思うので。 

・保育園の短保育（？）（2 時間までの保育）の利用者はどの

くらいいるのでしょう 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 子どもを保育園に預けているのですが、最近少し気になるこ

とがあります。それは、延長保育士の先生の態度です。 

先日お迎えに行き、帰る時に子どもがバイバイと言っている

のに、ある先生は見て見ぬふり、もう一人の先生は、早く帰

れ的な感じで追い出すような態度をされました。親としてと

ても切なかったです。延長の先生方は保育士の資格を持って

いない方も多いと思いますが、資格を持っている持っていな

いにかかわらず、子どもたちのお手本として、また人間とし

て、きちんとした態度で接してほしいと思います。こちらも

保育料を払い、延長に出しているわけなので、子どもを大切

にしてほしいなと思います。ぜひ園長先生通じて全園徹底し

ていただきたいです。もちろん先生によってはいつもニコニ

コ優しく接して下さっている先生もいますので、今回の件は

たまたま私が見かけただけだったかもしれませんが、とても

悲しい一日でした。 

ちなみにクラスの担任の先生はとても感じよく、昼間は安心

して預けられますので、延長の先生もぜひ同じ態度で接して

頂きたいです。よろしくお願いします。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 共働きで、短時間勤務をしていないので、平日はほとんど不

在となってしまう。土日は出かけることが多く、近所付き合

いがほとんどできないので、近所に子どもと同世代の子がい

るかどうかすら把握できていない状況です。 

子どもを同世代の子と遊ばせたいが、近くに友達もおらず、

一人っ子のため、子ども同士で遊ぶことができていない。 

もう少し、近所にどのような子がいるか把握できればありが

たいです。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 第 2 子の育児休暇中であっても、第 1 子が保育園に通園して

いる場合、長期休み中（夏休み、春休み等）は希望すれば保

育をしてもらいたい。 

1 号認定だと希望保育は基本的に受け入れてもらえないが、そ

れはどうなのかと思う。希望保育を利用してもしなくても保

育料も同じであり、不公平感を感じる。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 3 月の保育料について。3月は 20日くらいから春休みのため、

希望保育でお弁当を持たせて保育園に通わせているが、お弁

当を作って保育園に行かせないといけないのであれば、給食

費を考え直すとか、希望保育をしない家庭には保育料を日割
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計算で安くするなどの考慮をしてほしいと思う。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 ・母子手帳に 1 歳児検診のページがあるが、茅野市の小児科

では行っておらず、受けることができなかった。有料でよい

ので行ってほしい。 

・中学生までの医療費無料化。 

・未満児の保育料の見直し→仕事復帰してもほぼ保育料で終

わってしまうため。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 

4-12歳 

夫婦ともに残業が多く、平日はどんなに早くても 7 時すぎの

帰宅です。現在は母が育休中なので大丈夫ですが、復帰後の

生活が子どもにとって健康で過ごしやすいものにできるかど

うか、非常に不安です。職場には時短勤務制度もありますが、

実際の仕事内容を考えると、利用するのは現実として無理で

す。 

学童は高学年でも利用できるようになりましたが、6時終わり

は厳しいと感じています。（本当はそんなに長く預けたくあ

りませんし、子どもも夕方自由に遊びホッとできる時間を作

ってあげたいですが・・・） 

社会全体で、親が育児のための時間をゆったりした気持ちで

確保できるような物の見方や環境づくりをしていかなければ

いけないのではないかと思います。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 

4-12歳 

保育料が高い。月 64 時間働かないと 2号認定されないのは少

し厳しい。特に夏休み春休みは通常より働けないのに、10 月

頃に提出する書類に必要なのは夏休み頃の給与明細。どうや

っても 64 時間いきません。1 号で申請してあとでまた書類提

出という話も聞いたが、とても面倒です。市の施設を利用し

てといわれるかもしれませんが、学童も高いです。わくわく

館はトラブルがあったので（上級生との）、行かせられませ

ん。 

山梨との差がありすぎて驚きます。保育料もですが、産後ケ

アの施設があったり、その他施設やサービス（子育てに関す

る）が充実しているように思います。 

受給者証ですが、なぜ一度医療費を払って口座に振り込みな

のでしょうか（しかも手数料まで引かれて）。受給者証があ

るのですから医療機関で支払わなくてもいいのではないです

か。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 

4-12歳 
小学校のトイレの改修をよろしくお願いいたします。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 

4-12歳 

①一時保育が可能な園を増やしてほしい。 

現在 3人目を妊娠中です。1 人目は保育園に通っていますが、

1 人目が通っている園は一時保育をしていないので、2 人目は

未満児なので、3人目の検診等は一緒に連れて行きます。正直、

病院等では小さい子が一緒だとあまり良い顔はされません。

知人に聞くと、怒り出す看護師さんもいるとのことです。家

から近い園、または上の子が通っている園で、一時保育を実

施してもらえたら、切ない思いをするママたちが減るのでは

ないでしょうか。 

②3歳までの健診時間を午前中にしてほしい。午後は昼寝の時

間になるのでたいていぐずぐずしてしまう。 
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30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 

4-12歳 

自分自身もそうですが、子どもは大好きで現在 2 人の子育て

をしています。子育ては大変なことも多いですが、楽しいで

す。 

3 人目もと思う気持ちと、3 人いたらという不安（仕事との両

立、経済的なことなど）を考えると 2 人でいいのかなと悩ま

しいです。 

自身の家庭のことなので、国や市町村に頼りすぎるのもなに

かと思いますが、子育てしやすい環境があれば、もう一人産

みたいという人は多いと思います。 

茅野市の病児保育等（おやすみ館）、働く母としてありがた

い支援です。 

30 歳代 女性 子育て中 0-3歳 

4-12歳 

・保育園に通う子を持つ親の負担をなるべく減らすようにし

てほしい。 

夏祭り→役員になったら大変すぎるので、やるなら先生たち

で全て用意するべき。 

・暗い道が多い。街灯など増やし、夜でも安心して歩けるよ

うにしてほしい。 

・公園が少ない。小さい公園でもよいので、もっと増やして

ほしい。 

30 歳代 女性 子育て中 4-12歳 現在保育園に通わせていますが、1クラスの人数が多いので、

もう少し少人数（クラスを増やすなど）でみてもらえると助

かります。 

30 歳代 女性 子育て中 4-12歳 ・子どもの医療費について。窓口で一度支払いし、後日口座

へ振り込みいただけるようなシステム。他県では窓口の支払

いなく、当日の保険分支払いに関しては請求がないため、待

たされることがありませんでした。どうしてそんな違いがあ

るのか不思議です。 

・子どもたちの遊び場。グランドや遊具のある公園が少なす

ぎると思います。「子育てしやすい市ですか？」という質問

があるのならば、子育てしやすい環境に変えてもらいたいで

す。 

30 歳代 女性 子育て中 4-12歳 待機児童がほとんどいなく、保育園にすぐ入れるのはありが

たいことだと思う。他県に比べ子どもが 3 人、4 人いる人が多

いと思うので、子育てしやすい環境なのかもしれないが、県

営住宅にいた頃に、昼間なのに子どもの笑い声に腹を立て壁

を叩いてくる隣人がいて、とても子育てしづらかった。どう

しても 1 人より 3 人の方がうるさくなってしまうのはしょう

がないことだと思う。県営の住民が高齢者や母子家庭が増え

てきていて、子育て世代は居づらくなってきている。 

少子化を止めるために、子育て世代を温かい目で見守ってほ

しい。外で遊んでいても、うるさい！と言われる。 

共働きがほとんどで、小学 4 年以上の子は長期休暇に家で一

人で待っている子が多い。学童に 4 年以上も入れるようにな

ったが、利用者が少なく子どもが行きたがらない。地区公民

館など近場をもっと開放してほしい。 

おやすみ館、4～6年生も預かってほしいです。 

30 歳代 女性 子育て中 4-12歳 夜勤を含む職場にいるが、子育てのため夜勤ができない。子

どもを預けられる場所、24 時間体制の保育できるところがあ

れば、正直もう少し働きたいし、経済的にも余裕が出ると思

う。同じ職場の母親も、それで職場を辞めざるを得ない状況
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になっている。保育サービスの充実（特に夜間）を望みます。 

30 歳代 女性 子育て中 4-12歳 子育ての観点から言うと、休日、子どもを連れて外食する機

会が多くなると思いますが、茅野（諏訪地域）は飲食店でた

ばこが吸える所ばかりで不満である。受動喫煙は大きな問題

になっているのに、子どもをそういうたばこの煙の多い所で

食事させるのは本当に気になる。もっと行政と飲食店が協力

して、完全禁煙の飲食店を増やしてもらいたい。協力協賛店

には行政から何か待遇が受けられるとか。 

とにかく以前住んでいた他県ではそういった取り組みがしっ

かりされていたので、イベント会場で歩きたばこも少ないし

（地域の祭りとか）、禁煙のお店の方がほとんどだったので、

子ども連れでも安心することができた。子どもじゃなくても

大人でも、受動喫煙は本当に迷惑なので、考えてもらいたい

です。 

30 歳代 女性 子育て中 4-12歳 ・学童の料金が他市町村より高く、預け方が画一的。（岡谷

は休みの日だけ、日額のみで利用できるらしい？） 

・図書館の開館時間の延長（早朝）は試行だけで終わってし

まったのか？好評で利用者も多かったようですが？ 

30 歳代 女性 子育て中 4-12歳 学童クラブの申し込み、毎年地図を書く必要があるのでしょ

うか？変更ない場合、省略する方がいい。しかも、小さすぎ

るスペースで書く人の立場に立ってほしい。書式の変更すべ

きです。 

30 歳代 女性 子育て中 4-12歳 ・子育てを充実させるには、親に余裕がないとできない。（時

間やお金など） 

・少子化なので、子どもの多い家庭には、保育園や PTA の役

員の負担がすごい。（重なったり何回もやったり） 

・学校、保育園の行事が重なると（同じ週とか続けてとか）、

仕事をしているので困る。申し訳ない。 

30 歳代 女性 子育て中 4-12歳 米沢地区在住です。中学校が永明中になる予定ですが、登下

校の足がなく、負担に感じています。スクールバス導入、も

しくは路線バスの本数増等対応していただけないものかと感

じています。そう思っている保護者の方多いのでは？義務教

育なのにバス代が数万かかるというのも経済的につらいで

す。親にもし何かあれば、登校すら難しくなるというのは不

安です。茅野市全体を見ても、通学区が広く事故等の心配も

あるので、安全面にも配慮の上、しっかりと学習できる体制

確保をお願いしたいです。 

30 歳代 女性 子育て中 4-12歳 学校が休みの日、学童を 7：30 から受け入れてほしい。（8時

だと仕事に間に合わないので。） 

休日の学童 600 円は高いと思います。 

30 歳代 女性 子育て中 4-12歳 

13-18 歳 

新しいスポーツを推進してほしい。ボルタリングやスラック

ラインなど。 

30 歳代 女性 子育て中 4-12歳 

13-18 歳 

先生の教育の向上。（特に中学校） 

いじめの問題を生徒に任せているが、いじめの問題がなくな

らない。先生が間に入って解決するということがない。なの

で不登校になる子が多い。 

30 歳代 女性 将来経験 - 子どもや弱者への視点と、それを支える大人や社会の発展を

促す視点の両方が大事だと思います。 
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30 歳代 女性 将来経験 - ・近くの小児科医院にかかった際、対応が悪く、大変つらい

思いをした。以来、わざわざ諏訪まで行っている。医者の質

の向上のために何かできませんか？ 

・歩行者用道路の整備。 

30 歳代 女性 将来経験 - 現在、保育児（未満児）が多くなっているが、受け入れられ

る保育園が少ない。会社には制度があっても保育園に預けら

れない・・・という理由で、復職にあたり育休を最長取得し

ても厳しい場合も発生する。 

共働きが普通になっている世の中で、金額面も含めて受け入

れ体制が整備されてほしい。 

小中高も含めて、親同士のコミュニケーションがとれる場が

もっとあるとよい。 

30 歳代 女性 将来経験 - 気軽に相談できる、相談機関の充実が必要ではないか。 

30 歳代 女性 予定なし - とにかく子ども達がのびのび遊べる場が少ない。建物の中で

はなく、外での体験、自然にふれて、悩んで、考え、想像す

る力、が足りないように思える。自分でものを育て、生きて、

生かされていることを自然から学んでいける社会になってほ

しい。 

30 歳代 女性 その他 - ・保護者の皆さんがより安心して子育てやお仕事をするため

には、保育園環境の充実がとても重要だと考えます。保育士

不足はとても深刻な問題ではないでしょうか。 

保育士の仕事環境の整備→保育士の充実→保護者、子どもが

安心できる保育園→子育ての充実  だと思います。保育士

のこと、もう少し考えていただけないでしょうか。実際、研

修や多大な仕事に辞めていく同僚も少なくなく、私自身もど

うしようか悩んでいます。 

・夏休みや春休みに公民館を利用し、小学生が集まって過ご

せる場は作れないでしょうか。やはり、長期休みに親も一緒

に休むことは難しいご家庭が多いようで、子どもを一人にす

るのは・・・と考えている方が多いです。民生さんのお力等、

借りられないのでしょうか。 

40 歳代 男性 子育て中 4-12歳 ・医療費を病院窓口で全額支払い 2 か月後に 500 円差し引い

た額が戻って来る。そのことだが、500円以上の支払いのみ適

用な上に、実際は金額ではなく点数で戻る額が変わるため、

戻る額が少ないことがある。（市役所で確認しました。）窓

口支払いが全額免除の自治体もあるなか、茅野市では無理な

のでしょうか？医院にかかると 1 か月に何か所もかかること

になり、500 円ずつ 4 軒かかると 2000 円、院外処方だと 500

円以下で何も戻って来ない。しかも全額一度支払うため、負

担が大きい。医療費がかかる子を持つ家では経済負担が大き

くて、市で助けてほしいです。 

・教育について。未就園児向けに色々とお世話になりました。

しかし、小学校に入ると、学力がとても高いとは思えない状

況。市立だといろんな子どもが集まるのだとは思うが、集中

してまじめに勉強する姿勢を見たいものです。現状、小学校

入学を茅野市ではなく松本の私立、国立へ進学している現状、

多くはないが毎年一定数の子どもが諏訪地域から流れていく

状態。2020 年の大学入試方法変更に向けて、ますます増加す

ると思われる。茅野市だけでなく、諏訪地域全体でもっと危
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機感を持った方がよい。教育に対する意識、志が高い家庭は

外へ流れて行ってしまいますよ。 

40 歳代 男性 子育て中 7-12歳 

16-18 歳 

教育費の軽減や給食費を払わない親がいる場合の対応はでき

ているのか？ 

40 歳代 男性 子育て中 13-18 歳 近くに子どもの遊び場がなく、住宅街の通路でボール遊びや

追いかけごっこ等をしている状況で、毎日が危険と隣り合わ

せ。 

何度もひやりとして車の運転が怖い。実際に事故も数件起こ

っているようですが、親たちにやめさせる気配が全くなく、

非常に困惑している。学校、園、地区等で、親も同席で危険

な場所や遊びについての話し合いをしてもらいたい。畑に入

る子や石を投げて遊ぶ子も見かける。 

40 歳代 男性 子育て中 13-18 歳 

18 歳以上 

子ども手当を家に渡すのではなく、給食代や制服、教科書代

にあてて、子どもが安心して学習に取り組めるような仕組み

を考えてほしい。 

40 歳代 男性 予定なし - 断片的な考え方では改善は難しいのではないのでしょうか？ 

親、学校、地域が本気で考えて、その子どもにとって何が大

切なのか、親以外の人が直接指導しなくては、良くなるとは

考えにくい。本気で怒ってくれる人で親バカにならないよう

にできれば、良くなると思います。 

40 歳代 男性 予定なし - 他人には関わりたくないと思ってしまう世の中になりまし

た。 

40 歳代 女性 子育て中 0-3歳 

4-6歳 

保育園の入所にはもう少し条件がゆるくなればと思う。今ど

きほぼ全員保育園に行くのが当たり前だと思うが、下の子が

小さい場合働きたくても働けないお母さんもいる。その場合 1

号認定になってしまう。1号認定だと肩身が狭い気がする。 

40 歳代 女性 子育て中 0-3歳 

4-12歳 

茅野市について、愛着を持つ心を育てるのは大切だと思うが、

縄文学習を押しつけすぎなのではと感じる。もっと幅を持た

せた学習であってほしい。 

40 歳代 女性 子育て中 0-3歳 

4-12歳 

子どもが 2 人あり、上が小学校になったら町内会に入り、地

区の行事に参加しようと思っていましたが（転勤族なのでい

つ異動があるかわからないため保育園時は入っていなかった

が）、入ろうと思っていたら町内会費がびっくりするほど高

く、本当は入りたかったがあと 1 年しかいられない予定なの

で、申し訳ないが（町内会長さんにも自分の子どもにも）、

入会を断ってしまった。もう少し何とかなれば、新しく地区

に入って来た若い人たちも町内会に入りやすいと思います。 

40 歳代 女性 子育て中 0-3歳 

4-12歳 

保育園と小学校（学童クラブ）の開所時間を合わせていただ

けるとありがたい。現在、保育園早朝保育 7：30～、1 日学童

クラブ 8：00～。（←会社に間に合わない！） 

40 歳代 女性 子育て中 4-12歳 ・日本の英語教育が遅れていると思いますので、保育園から

英語教育を始めてほしいです。子ども達も学んでいくとすぐ

わかって、正解すると嬉しいし、次は何？っていう感じのク

イズ型式でもいいので、早く始めてほしいです。 

・小学校から職場体験の場を設けてほしいです。今は中学生

ですが、遅い気がします。しかも、少ない。せめて小学生か

ら始めて、年 1 回くらいやってほしいです。  
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40 歳代 女性 子育て中 4-12歳 地区こども館があることで、とても助かっています。（近く

に親族がいないため）今後もよろしくお願いします。 

小中学は良いのですが、高校生になると公共交通（バス）の

本数がないため、送り迎えが必須となると周りから聞いてい

て不安に思います。自転車は道が狭いので難しい気がします。 

40 歳代 女性 子育て中 4-12歳 小学校に入ってすぐの段階で、登校をしぶる子どもの数が多

すぎるように思います。（データでなく、人との話の中で感

じていることです。） 

幼稚園や保育園と、小学校とのつなぎ目の期間を、個々の子

どもに合わせてきめ細かく対応していただけたらと思いま

す。クラスの担任の先生ひとりでは対応しきれず、程度の重

い子どもは親が一日中ついているという状況もあるようで、

そのようなご家庭では就職をあきらめたり、経済的な負担に

なったりしているようです。 

個々の子どもが特殊な場合、手に負えないので家庭に任せる

というのではなく、学校や保育園や行政機関の力で、もっと

サポートをしてやれるような町にしていけるとよいです。 

40 歳代 女性 子育て中 4-12歳 遊具の多い公園を作ってほしい。 

40 歳代 女性 子育て中 4-12歳 現在、発達障害で悩んだり苦しんでいる子どもや家庭が、統

計で把握されている以上の割合でおります。早期に具体的に

支援することで、大きな効果があることもわかっております。

茅野市はその対応が近隣他地域に比べ、非常に遅れています。 

旧来の教育や認識が、定型発達のお子さんに合わせて考えら

れているもので、特徴をもつ 1 割近くの子どもが取り残され

ている状態です。 

子どもは次の茅野市を担う、一番の財産のはずです。その 1

割近くの成長をみすみす放置し、あきらめることは、茅野市

の大きな損失です。 

全国にも、近隣地域にも、的確な指導法や知識を備えた先生

方がいらっしゃいます。茅野市の子どもを教える先生方にも

ぜひ現在の正しい指導を身につけていただきたいと願いま

す。それには、茅野市の教育委員会の方々にも認識を深めて

いただき、学校教育現場へ指導をしていただきたいと願いま

す。 

医療機関や外部からも、協力を惜しまないというお声をたく

さんいただいております。ぜひ積極的に情報を取り入れて、

研修をしていただきたいです。よろしくお願いいたします。 

40 歳代 女性 子育て中 4-12歳 地区コミュニティーなど、室内の子どもが過ごせる場は割と

充実しているとは思いますが、戸外での遊び場がもっと充実

するといいかなと思います。塚原は公園がなく、散歩しなが

ら遊びに行く場がありません。茅野市ならではの自然の豊か

さを感じられるような遊び場ができるといいと思います。各

所の公園の水場は小さい子が遊ぶには汚すぎる気がします。

掃除も含め、整備をして、茅野市の子どもは戸外で遊べる「た

くましい」子どもと言えるようにしてほしいと思います。 

40 歳代 女性 子育て中 4-12歳 

13-18 歳 

我が家の子どもは発達障害があります。小学生の時に診断を

受け、支援学級に入級して学校生活を過ごしてきましたが、

高校生になる時点で急に、悩んでも相談できる所もなくなり、

親としてもどうしたらいいのか？と考え不安になります。誰
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かの手助けをお願いするようではいけないとはわかっていま

すが、専門的な相談ができる所がもっとあればいいなーと思

います。 

中学での支援学級の子どもに、もう少し先生もそいういう子

どもたちの理解ができている先生に担任になってもらえたら

と感じることも多いです。 

40 歳代 女性 子育て中 13-18 歳 少子化で人口が減ることは、日本全体のことで、仕方がない

ことだと思います。それは子育てをしている人をうらやまし

いと思えない社会のあり方自体に問題があると思います。子

育てにはお金がかかります。そのために、自分たち親世代は

我慢も必要です。それでも子育ては人生の中ですばらしい経

験ができる喜びの時間であると、子が高校生になって気がつ

きました。 

仕事をしながらもっと働きやすかったなら、あと一人は産め

たのになと、今になって思います。だんだんと制度はできて、

子育てしやすい世代がうらやましいです。 

40 歳代 女性 子育て中 13-18 歳 ・不審者や悪質なニュースがあったりする現代、以前のよう

に気軽に話しかけても子ども達が警戒心を持っているのでは

ないかと感じます。ここ 10 年くらいの間で、子ども達の様子

からそう感じます。地域で見守り育てるということは、気持

ちがあっても積極的にできない寂しさも感じています。 

・コミュニティーなどでも、楽しいイベント、いろんな講師

を呼んで一歩進んだ教育も、次世代を担う子ども達に繋がれ

ば素敵だと思います。 

40 歳代 女性 子育て中 13-18 歳 子育ては、誰もが大変です。支援をもう少ししてほしいです。

母子はつらいです。 

学校教育についてはたくさんあります。先生の質が落ちてい

ると思う。小・中、何のために教師になったのかと問いたい

先生が多い。生徒に対し、「めんどくせー」とか「おまえら

バカか」とか平気で口にし、ボールを頭にあて「痛くないだ

ろう」とか、ありえない現実を市でも把握してほしいです。

体罰もあり暴言もありの先生がいること、アンケートをとる

などしてほしい。先生・学校を通さず！ 

子ども達の心や体がとても心配。社体で帰りも遅く、寝る時

間もないのに、朝練で早く起きる。土日も連休も休みなく！

お金もかかる！！遠征は禁止にしてほしい。毎回数万円とら

れ、おかしいと思いませんか？勉強をしに学校へ通うのであ

り、部活・社体のために通うのではありません。 

保護者の中でも話はでていますが、体罰・暴言、社体等、改

善なければメディア対応を考えていますので、市長様にもお

伝えください。一度話し合った方がよいと思います。 

40 歳代 女性 子育て中 13-18 歳 このアンケートの必要性はわかりますが、お金かけすぎてい

ませんか？立派な封筒に返信用・・・。返信用はハガキに回

答だけでもよいのでは？まずは無駄を省くことからではない

でしょうか？ 

40 歳代 女性 子育て中 13-18 歳 

18 歳以上 

・障害児サービスの充実 

①専門家（学童期から成人期を考えてアドバイス、相談でき

る人）の設置。 

②親がやるのではなく、市で勉強会、講演会など計画し、親

の勉強できる場をつくってほしい。 
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③障害児の通いやすい病院の設置。 

④福祉避難所の受け入れ体制、備品、万が一の利用時パニッ

クにならないように親が事前に知りたい。 

・グローバル社会で生き抜く子どもたちを育てるために、海

外ホームステイの充実。 

40 歳代 女性 将来経験 - 子どもが欲しくてもできない人のための相談窓口を希望しま

す。 

40 歳代 女性 予定なし - 茅野市はとても子どもを産みやすく、育てやすい環境が整っ

ていると思います。さらに、親になるために必要な知識（覚

悟、意識など）を伝えていく場があれば、親子ともに成長で

きる子育てができるのでは・・・と感じます。（出産前から

後まで） 

また、保育所と幼稚園の違いや特色をもっと市民の方に知ら

せていただき、子ども（各家庭）の選択を広げていただきた

い。公私にかかわらず、教育のため幼稚園の役割、保育所の

役割を知ってほしいです。 

これからも子ども達が楽しく育つ茅野市！をお願いいたしま

す。 

40 歳代 - 子育て中 4-12歳 茅野市の小中一貫教育が通学区による調整が非常に不完全か

と思います。進学予定でない中学校区の小学校に通学してい

る子の対応や、進学予定中学の選択の自由を与えるなど、少

人数側への細かい配慮が必要だと思います。 

50 歳代 男性 子育て中 13-18 歳 妻からの話ですが、子育て支援等、母子・父子家庭には援助

の目が向けられますが、それ以外の家庭でも支援が必要な家

庭はあると思います。もっと多角的に支援の目を向けてほし

い。（母子家庭でも住所が親と別にしているだけで実情は親

と一緒の人が多い。しっかり調べてほしい。） 

50 歳代 男性 子育て中 13-18 歳 

18 歳以上 

スポーツを通じて体験を広げるため、もっと施設・体育館を

増やす必要がある。 

50 歳代 男性 子育て終了 - 核家族が増え、子育てや介護両方に不利益となっていると思

う。地域でというより家庭の問題ではないだろうか。3 世代家

族への支援とかを考えたらいいのでは？昔家族とかみたい

に・・・。 

50 歳代 男性 将来経験 - 私の中の罪を憎んで人を憎まず私の生命と思い大切にし、愛

することで自然に良くなっていくと思います。罪と愛がわか

らないため、人は迷う。一つのことにこだわらず、自由な発

想で夢や目標を達成する喜びを育むことで一人歩きできると

思います。 

50 歳代 女性 子育て中 13-18 歳 子どもまつりなど、いろいろなイベントがありますが、土・

日曜日でバスがありません。車がないことで参加できなかっ

たり、イベントには行ったけれど定員になっていて体験でき

るものがなかったりしたことがありました。 

イベントには公共交通機関をご利用くださいと言われます

が、バスがないのはいかがなものかと思います。行きも帰り

もタクシーを使えば、軽く 3 千円を超えます。もっと参加し

やすいイベントになれば、もっと楽しくなると思います。 

50 歳代 女性 子育て中 18 歳以上 各家庭での子育てに心配があります。親のストレスや不安が、

子どもに対しての体や言葉の暴力となっている気がします。

個人というより社会として考えなくてはいけない問題ではな
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いでしょうか。 

50 歳代 女性 子育て終了 - 今は共働きしなければ子どもを育てていけないため、親子と

もにさびしいのではと思う。ゆとりがあれば、もう少し違っ

てくるように思います。難しい問題です。 

50 歳代 女性 子育て終了 - 共働きをする家庭が多いため、主婦の負担が大きいと思いま

す。週末に子どもだけで留守番をしている家庭もあるようで、

放課後の過ごし方も含め、子どもを安心して預けられる場所

があると助かると思います。 

片親家庭なども増えているかと思います。金銭的負担の少な

い公共の施設があればいいと思いますが・・・。学童保育以

外に地域でもそのような場所があれば助かるかもしれませ

ん。 

50 歳代 女性 子育て終了 - 私が子育てをしてきた頃は、子どものため、自分達のためと

がんばってやってきましたが、子どもが独立すると、ポカン

と穴があいた感じがして、少しさみしいですが、それが親と

子の関係なんだなと思いました。私の周りにはたくさん相談

する人がいてくれたので、良かったです。 

50 歳代 女性 子育て終了 - 子どもは茅野市（国）の宝です。 

50 歳代 女性 子育て終了 - ①心の教育 

②自然豊かな環境の中で、積極的にスポーツや校外学習を行

い、育成する。 

③幼小中高大連携の仕組みづくり 

50 歳代 女性 孫の面倒 - 今回アンケートもらいましたが、子育ては卒業してまして、

内容が不明な点もありました。 

子育て真っ最中の方にアンケート配布したらいいと思いまし

た。 

50 歳代 女性 孫の面倒 - 子育てに失敗しないための親への情報、教育体制の強化が大

切だと思います。 

60 歳代 男性 子育て終了 - 子育てについて、行政は少し甘すぎませんか？私は 60 歳代、

私たちは行政の支援も家庭応援計画等もない中で子育てをし

てきました。現在の甘い考えを持った親をつきはなすことも

必要と考えます。何かあれば行政がやってくれる、甘すぎま

す。親だったら自分たちで考え行動することも必要。行政も

その辺も考えた計画が必要です。 

60 歳代 男性 子育て終了 - 子ども達が、成人した後も地元に残り生活をしていくことに

魅力を持ってもらえるような環境の整備が非常に大事で

は！！ 

60 歳代 男性 子育て終了 - 国際社会、世界に対応できる教育（英語力）、品の高い教育

ができる茅野市であるよう進めていただきたい。 

60 歳代 男性 子育て終了 - 今 60 代の私が子どもの時よりは、子育て教育環境はすごく良

くなっていると思いますが、さらに良くなるようにしてもら

いたいと思います。 

60 歳代 男性 子育て終了 - 子育てが終わってから随分経つので、子育て・教育について

はあまり身近な問題ではありません。従って、あまり有益な

意見は特に思いつきません。 

60 歳代 男性 孫の面倒 - 保育士や教員の質の向上をお願いしたい。児童館に専門的知

識のある方にいていただき、気軽に相談できる状況になって

いるとありがたい。 
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60 歳代 女性 子育て終了 - ・子育てしている人たちが不安、困っていることを気軽に相

談ができる所が地域に 1か所ほどあってもよいかと思う。 

・若い親が、特に一般的な常識を身に付けられるような機会

を与えてもらいたい。 

60 歳代 女性 子育て終了 - 子育てが終わってからこちらへ来たのでわかりません。 

60 歳代 女性 子育て終了 - 30 年以上前、自分が子育て真っただ中の頃、月に 1、2回子ど

もたちと図書館に行った。子ども達はそれぞれ自分の好きな

本を探し、私も自分の好きな本を探す。3 人の子どもを気にし

ながらも、少々ホッとできる場所でした。 

3 人の子どもを連れてバタバタしている私に「今が一番いい時

だよ」と年配の女性が言った。その時はわからなかった。で

も今、おんぶして手をつないでバタバタ忙しそうなお母さん

をみると「今が一番いい時ね」と言いたい。 

60 歳代 女性 子育て終了 - とりあえず子どもはまっとうに育ったので、自分の老後の方

が心配です。 

60 歳代 女性 子育て終了 - 昔のように、地域で子どもを見守り育てる環境づくりの推進

を望みます。 

私は仕事をしながら 3 人の子どもを育てました。そして地域

の子ども会の会長を 3 人の子どもと共にやってきて、親も子

ども会の子ども達と色々と企画したり、計画してやってきて、

地域がとても盛り上がりました。 

子どもは地域で、地域の皆で育てる！現在 40 代、30代となっ

た子どもたちは、今でも連絡を取り合っている・・・素晴ら

しいことだと思っています。 

60 歳代 女性 子育て終了 - 資源の乏しい日本の将来を考えると、教育と人材育成はとて

も重要だと思います。子どもたちの教育環境をしっかり整え

てほしいと思います。 

60 歳代 女性 孫の面倒 - どんぐりプランを是非実行させて下さい。 

70 歳以上 男性 子育て終了 - 小・中学校の先生へ 

尖石考古館で“縄文科”の一環でしょうが生徒達が土器づく

りをしているところを見たことがあります。作り方は考古館

の職員らしい人が教えていました。担任の先生らしき方は腕

組みをして生徒たちの様子を見ているだけのようでした。先

生も一緒に土器を作ってみて体験しないことには話にならな

いと思うのですが。どうでしょうか。 

70 歳以上 男性 子育て終了 - 昔と違って、子が親の背中を見て育つということが極めて少

なくなっている。農家でも、農作業の機械化等で子どもが手

伝わなくなっている。親と子が一緒に何か共同作業をする機

会があれば、子どもにとって学ぶ機会となる。 

親子登山、親子魚釣り、親子写生大会、親子スイミング、親

子ソフトボール、父子山菜とり、父子料理教室など、なんで

もよいから、特に父親と子どもが何か一緒にやる機会を増や

すと良い。幼稚園児から小学校までの子どもにとって、父親

と一緒に協力して何かするというのが大事になる。父親の趣

味に合わせて子どもを連れて行くというのも良い。親子でゴ

ルフに行くのでも良い。行楽地にそういう環境が作られると

よいのだが。残念ながらゴルフ場には幼児料金とか小学生料

金とかないし、入場も制限していて、父子を支援する仕組み

がない。子どもだけの支援や子育てだけの支援ではなく、親
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子で力を合わせて何かやるという環境や仕組みが充実する

と、素晴らしいのだが。子どもの休みに合わせて親も年休が

とりやすくなるし。 

70 歳以上 男性 子育て終了 - 老人に質問しても意味がないと思いますので、もっと若い人

に質問して下さい。 

70 歳以上 男性 子育て終了 - 今の時代、子育ての一番の問題点は、親の資質と今の日本の

社会環境と思う。未来が心配です。 

70 歳以上 男性 子育て終了 - 毎日ご苦労様です。 

お産から子育て、養育にかかわる予算が少なすぎる。一人前

の年齢になるまでは、親も子も何の心配もなく過ごせるよう

にしたいものです。 

私の提案ですが、介護保険料のせめて 2%くらいを、各行政の

予算と別に提出してこれに充てたらと思います。健康に何の

問題もなく保険料を支払っている若い人たち、高齢者を含め

て、今より納得して納めると思う。 

将来のある子どもにもっと金を投資すべきです。新しい諏訪

のスタイルを見つけて下さい。 

暑くなります。お身体気をつけて。 

70 歳以上 男性 子育て終了 - 至れり尽くせりもいいが、自立できる人間に育てることも大

人の責任だと思う。多少の不便さも必要。 

70 歳以上 男性 子育て終了 - ・教育現場（学校）への管理統制が強く、学校教育がゆがめ

られている。学校がのびのびとした環境でないと、子どもも

楽しくのびのびできない。 

・子どもが子どもらしく成長する社会的な情況が貧困である。

子どもは大人社会を映し出します。嘘、言い訳がまかり通る

社会がこれ以上続かない社会にすることが子どもに対して大

人の責任です。 

 

アンケート利用について。 

プランに反映するだけでなく、アンケートの結果の発表（市

政たより等）も考えてみて下さい。 

70 歳以上 男性 子育て終了 - 子どもの育成は国、自治体の最大の重点課題です。結果を恐

れずに実行してください。 

70 歳以上 男性 孫の面倒 - ・子育てを終わった方を含めて、今後の子どもの育て方を学

ぶ場がほしいです。 

・少子化により、子育ての方法も変わるはずです。 

・他国でも少子化が進み、移民が勢力を増してきている現状

をどのように考えるか。 

70 歳以上 男性 その他 - 小学校・中学校での教員の子どもにかかわれる時間の充実。

（教育以外のことで忙しすぎる） 

70 歳以上 女性 子育て終了 - 子ども本位な子育てをせず、規律を守れる子どもに。 

70 歳以上 女性 子育て終了 - ・幼稚園、保育園のお子さんは休日に外に出る機会が少ない

ので、遊園地を増園してお友達と仲間づくりをしてほしい。 

・子ども保険について考えたい。 

例：お子さんが成長していく中で、家庭の事情で専門学校へ

行けない、または特殊技能技術で学校へ行きたい人が多数増

えると考えます。 

そこで、茅野市の財政を考えて、各家庭の負担も考慮して、

子ども保険を考えてほしい。例えば学校入学時に・・・。 
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年齢 性別 
子育ての 
状況 

子どもの
年齢 

子育て・教育についての意見・要望 

70 歳以上 女性 子育て終了 - 市に子どもと親の相談窓口があり、対応できたらよいかなと

思う。 

70 歳以上 女性 子育て終了 - 親にも子どもにも、今は経済的、時間にゆとり、余裕がない

のでは。子どもが自分から行動することで力が出て、学習や

スポーツも楽しく頑張ると思う。 

私の家庭は現在老夫婦世帯です。たまに来る外孫を見ていて、

忙しく過ごしているようだが、素直に育っていると思う。情

報にとらわれすぎず、ゲーム、パソコン、インターネット時

代から子どもたちも悪い見本を受け、犯罪等出ないよう明る

い家庭で育つことを願っています。何か手助けお手伝いの機

会があれば参加したいです。 

70 歳以上 女性 子育て終了 - 茅野市でも子どもの貧困が問題になっているようですが、ひ

とり親と暮らす子どもへの支援の必要性についても検討して

ほしいですね。 

70 歳以上 女性 子育て終了 - 20 代、30代、40代の親の教育をしっかりすることで子どもの

生活が大きく変わると思う。もっと親と子どもが一緒になっ

て作業したり、遊びをしたりすることで、自然といろいろの

面で勉強になると思う。 

70 歳以上 女性 子育て終了 - 最近の子どもには声をかけていいのか、不審にとられないか

わからない。いろいろな事件がありすぎる。 

70 歳以上 女性 子育て終了 - 子育ての基本は家庭であるという従来からの社会の通念が失

われ、親が親として人間的成長に乏しく、またはその親から

の受け継がれてきたものが、核家族化が進み、昔からの伝統

行事も消えつつあり、利己主義が広がり、家庭として機能が

失われているさみしい時代になってきたと思う。 

共働き家庭で忙しい親が増え、親子の対話も減り、かつスマ

ホなる IT文明の進化により、より会話の無い世の中へと変わ

りつつあるのを見ていると、この先どうなるのかと不安に思

います。 

今一度あたたかい家庭をつくり、親子の会話があり、家事も

子どもにお手伝いなどさせて、テレビゲーム、スマホに頼ら

ない生活力を子どもの頃より身につけさせるような子育てが

できたらなと念じております。 

70 歳以上 女性 孫の面倒 - 家の孫は不登校でしたが、中学生の時、１か月以上も不登校。

学校からプリントは友達が届けてくれましたが、先生からの

連絡はなし。高校は不登校で退学。 

会社に勤めたけど、遅刻、寝過ごしで起きられなかったとか

本人は言っていました。会社はくび。悲しいですよ、中卒の

夜の商売の人と同棲、妊娠、アパートで生活をスタート。し

かし家賃は払えず、ケータイは止まり、食事は何を食べてい

たのかやせ細り、男の親の家に転がり込んでいます。社会に

出てきちんとした生活ができるように何とか教育をと願って

います。 

70 歳以上 女性 その他 - 野外で遊ぶ子供たちが少なくて残念です。今の世の中忙しく

なっていくばかりのような気がします。 
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（参考資料）前回調査結果との比較 

■回答者の性別 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

男性 54.2 36.6

女性 45.8 62.9

無回答 0.0 0.5  

■回答者の年齢 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

20歳代 6.8 14.7

30歳代 5.5 22.5

40歳代 14.8 18.4

50歳代 18.2 14.7

60歳代 39.4 13.2

70歳以上 15.3 16.1

無回答 0.0 0.5  

■居住地区 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

ちの地区 17.4 16.8

宮川地区 21.2 23.6

米沢地区 5.9 4.7

豊平地区 6.8 9.7

玉川地区 16.1 20.3

泉野地区 5.5 3.1

金沢地区 8.5 4.7

湖東地区 5.5 4.5

北山地区 8.5 6.1

中大塩地区 4.2 5.4

無回答 0.0 0.9  

■世帯構成 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

単身世帯 5.5 13.2

夫婦のみ 28.8 24.8

二世帯同居(子どもと同居) 32.2

二世帯同居(親と同居) 17.7

三世代同居 23.7 8.3

その他 2.1 2.4

無回答 0.0 1.4

39.8

 

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 
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■婚姻状況 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

結婚している 87.7 73.0

結婚したが離婚・死別した 5.5 8.0

未婚 6.8 18.7

無回答 0.0 0.2  

■子育ての状況 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

子育て中である 23.7 35.2

子育ては終了している 50.8 32.4

自分の子どもは終わったが、孫の面倒を見ている 11.9 5.2

将来、子育てを経験すると思う 6.4 12.1

子育ての予定はない 4.7 10.2

その他 2.5 2.8

無回答 0.0 2.1  

■子育てに対する考えに近いもの 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

家族の絆を深める 55.1 39.7

家庭が明るくなり、やすらぎが得られる 41.9 42.3

生きがいになる 37.7 41.6

子育てにより、自分自身も成長できる 62.7 53.4

家の跡継ぎができる 9.7 9.0

社会的に認められる 1.7 1.7

子育てを通じて交流が広がる 25.4 29.3

老後の扶養や介護を頼ることができる 4.7 5.0

次の社会を担う世代を育む 38.6 25.8

家事や育児の負担が増える 5.5 8.7

束縛され自由が利かなくなる 1.7 6.4

金銭的に余裕がなくなる - 18.0

その他 0.4 1.7

無回答 2.5 2.8  

■近年の出生率の低下についてどう思うか 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

大変深刻な問題だと思う 61.9 50.8

どちらかというと深刻な問題だと思う 26.3 34.8

望ましくはないが、心配するほどではない 8.5 8.7

特に問題だと思わない 0.4 2.8

その他 - 1.2

無回答 3.0 1.7  

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 
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■子育て家庭（自分の家庭や地域・近所の家庭等）で気になること 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

親として未熟さを感じる 53.4 37.6

親が子育てに不安を持っている 20.8 23.6

子ども自身が問題や悩みを抱えている 6.8 13.2

親が忙しく、子どもと関わる余裕がない 38.1 31.4

父親の関わりが少ない 13.6 13.0

身近に子育てを助けてくれる人が少ない 16.5 15.6

話し相手や相談先が少なく、孤立している 13.6 9.7

地域とのふれあいが少ない 26.3 14.9

近くに、子どもの遊び場・居場所などの環境が整っていない 13.6 27.7

その他 5.5 7.1

無回答 7.2 12.1  

■地域の子どもや保護者との関わりや活動の有無 

【今まで行った関わりや活動】 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

①子どもに気軽に、あいさつや声掛けをする 93.6 80.1

②自分の子どものように褒めたり、叱ったりする 62.3 43.5

③話し相手や、相談相手になる 58.9 43.5

④家事や子どもの世話を手伝う 45.3 41.8

⑤用事のある時など、一時的に子どもを預かる 22.0 30.3

⑥子ども向けの地域行事に参加する 78.0 47.5

⑦学校や保育園などで、ボランティアとして活動する 59.3 24.8

⑧自分の経験を生かして、遊びやスポーツなどを教える 32.2 22.5

⑨近所の子どもや家庭に関心をもち、温かく見守る 75.4 56.0  

【今後、行っていきたい関わりや活動】 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

①子どもに気軽に、あいさつや声掛けをする 80.9 78.0

②自分の子どものように褒めたり、叱ったりする 69.9 56.7

③話し相手や、相談相手になる 75.8 63.6

④家事や子どもの世話を手伝う 57.6 51.5

⑤用事のある時など、一時的に子どもを預かる 36.9 42.8

⑥子ども向けの地域行事に参加する 68.6 54.1

⑦学校や保育園などで、ボランティアとして活動する 64.8 41.1

⑧自分の経験を生かして、遊びやスポーツなどを教える 51.7 36.9

⑨近所の子どもや家庭に関心をもち、温かく見守る 78.0 72.8  

単位：％ 

単位：％ 

単位：％ 
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■仕事と家庭生活の両立の実現のために大切な支援 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

在宅勤務や再就職制度など、柔軟な雇用体制 50.4 47.3

労働時間の短縮や休暇制度の拡充など、職場における福利厚生の充実 50.4 52.0

保育サービスの充実 40.3 29.8

国による法律や制度の拡充 19.1 24.8

男女共同参画についての啓発や、女性を取り巻く社会通念や慣行の見直し 12.7 12.8

男性が家事や育児に参加しやすい体制づくり 21.6 23.6

家族の協力や理解 41.9 33.8

職場における上司や同僚の協力や理解 39.0 41.4

その他 1.3 2.4  

■市は、子どもを産み育てやすいまちだと思うか 

カテゴリー名
前回

（ｎ=236）
今回

（ｎ=423）

その通りだと思う 13.1 5.7

ある程度、そう思う 61.9 42.6

どちらともいえない 15.3 25.8

そうは思わない 2.1 4.7

わからない 5.9 18.7

無回答 1.7 2.6  
 

単位：％ 

単位：％ 


